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　市民、観光客がくつろげる水
と森を基調とした公園として、
また災害時の緊急避難場所とし
て活用するため、新しい都市公
園を整備します。
　17年度は、市民球場の解体
工事を行いました。

平成 17 年度に萩市が実施したさまざまな事業の
うち、市報５月 15 日号「今年度の主な事業」で
掲載した事業の中で、今年度完了する事業や来年
度以降も継続する事業の一部を報告します。
なお、今年度末に完成予定の事業は、市報４月
15日号で改めて写真で紹介します。
※すでに完成した施設は省略しています。

　須佐地域の過疎化に歯止めをかけるため、山根
丁東地区と本町上地区に市営住宅を新築し、良好
な住環境を整備しました。
　２月15日から入居者の募集を行います。
　（募集の詳細は、情報案内板18ページを参照）
【概　要】　
　○山根丁東団地　
　　　　　　木造瓦葺平屋建１棟（２ＤＫ２戸）
　　　　　　２階建１棟（３ＤＫ２戸）
　○本町上団地
　　　　　　木造瓦葺平屋建１棟（２ＤＫ２戸）
【総事業費】7,360万円

　　市が実施した
主な事業を報告します

市営住宅

山
根
丁
東
・
本
町
上
団
地
整
備
事
業

1

平成

17
年度

須佐地域

公　園 萩地域

中央公園整備事業2
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①山根丁東・本町上団地整備事業
②中央公園整備事業
③三見手水川飲料水供給施設整備事業
④無田ヶ原口老人福祉施設整備事業
⑤平和橋橋りょう整備事業
⑥立野福川線道路整備事業
⑦生野高坂線道路改良事業
⑧馬取線道路改良事業
⑨農村基盤整備事業
⑩御蔵廻地区田園自然環境保全整備事業

⑪農産物加工施設整備事業
⑫山口の多彩な園芸産地育成事業
⑬玉江漁港漁業集落環境整備事業
⑭中心商店街活性化事業
⑮椿西小学校整備事業
⑯川上中学校屋内運動場整備事業
⑰育英小学校整備事業
⑱田万川総合事務所整備事業
⑲大島第２団地整備事業
⑳越ヶ浜中学校屋内運動場整備事業
※⑲、⑳はすでに完成しています。

萩

２月末
完成 !
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■
市
長
コ
ラ
ム

No.10

道　路 川上地域

立
たち の

野福川線道路整備事業6
　川上～福栄間の主要連絡道路
である市道立野福川線の道路改
良（長さ1.2㎞、幅員７ｍ）を
行います。
　17年度は、約400ｍの道路
改良を行いました。
【事業期間】平成16～19年度

道　路 福栄地域

生
うぶ の

野高
こうざか

坂線道路改良事業7
　川上～福栄間の主要連絡道路
である市道生野高坂線の道路改
良（長さ2.8㎞、幅員７ｍ）を
行います。
　17年度は、約190ｍの道路
改良を行いました。
【事業期間】平成15～22年度

道　路 須佐地域

馬
うまとり

取線道路改良事業8
　鈴野川地区の主要道路である
市道馬取線の道路改良（長さ
1.1㎞、幅員５ｍ）を行います。
　17年度は、約500ｍの道路
改良を行いました。
【事業期間】平成15～18年度

　無田ヶ原口市営住宅の建て替
えに伴い、高齢者等の在宅福祉
サービス基盤の充実を図るため、
デイサービスセンターおよび生
活支援ハウスを整備します。
　17年度は、地質調査を行い、
18年度から本体工事に着手す
る予定です。
【事業期間】平成17～19年度

福　祉 萩地域

無田ヶ原口老人福祉施設整備事業4

　姥
うばくら

倉運河を隔てる新川地区と
鶴江地区を結ぶ平和橋（橋長
36ｍ、幅員５ｍ）を整備します。
　16年度に仮橋を設置し、17
年度は、下部工（橋台２基）を
整備しました。
【事業期間】平成15～18年度

道路・橋 萩地域

平和橋橋りょう整備事業5

　水道未普及の三見手水川地区の飲料水確保のた
め、深井戸を水源とした水道施設が、３月末に完
成する予定です。

三見手
ちょうずがわ

水川飲料水供給施設整備事業3

水　道 萩地域
３月末
完成 !

　

こ
の
冬
の
大
雪
は
38
年
豪
雪
以

来
と
い
わ
れ
て
い
る
。
既
に
12
月

か
ら
幾
度
と
な
く
道
路
は
積
雪
、

凍
結
に
見
舞
わ
れ
、
交
通
事
故
も

多
発
し
て
い
る
。

　

昨
年
こ
の
コ
ラ
ム
で
取
り
上
げ

た
が
、
元
旦
か
ら
の
大
雪
に
よ
り

萩
・
小
郡
を
結
ぶ
幹
線
道
路
が
雪

の
た
め
渋
滞
を
重
ね
、
帰
省
客
、

観
光
客
が
新
幹
線
や
飛
行
機
に
乗

り
遅
れ
、
苦
情
が
殺
到
し
た
。
観

光
立
市
を
標

ひ
ょ
う
ぼ
う
榜
す
る
当
地
と
し
て

は
、
特
に
積
雪
・
凍
結
の
ひ
ど
い

雲ひ
ば
り雀

峠
、
岩
波
の
曲
り
角
に
つ
い

て
除
雪
を
強
く
要
請
。

　

こ
の
た
び
の
12
月
中
旬
の
大

雪
の
時
は
、
こ
の
２
か
所
に
は
、

し
っ
か
り
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
が
撒

か
れ
、
除
雪
が
実
施
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
そ
の
前
後
の
除
雪
状

況
は
、
悪
く
愕
然
と
す
る
。

　

萩
・
小
郡
を
結
ぶ
県
道
萩
秋
芳

線
、国
道
４
９
０
号
は
、萩
に
と
っ

て
物
流
や
観
光
に
と
っ
て
の
生
命

線
。
道
路
管
理
者
に
は
、
こ
の
事

情
を
十
分
に
賢
察
い
た
だ
き
、
ま

だ
ま
だ
、
今
後
続
く
で
あ
ろ
う
積

雪
に
十
分
注
意
し
て
対
応
し
て
欲

し
い
も
の
だ
。
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農林業 旭地域

農村基盤整備事業9
　農業就業人口の減少と高齢化
に対応した農業生産の向上を図
るため、ほ場整備や用排水路施
設、イノシシ等の獣害防護柵等
の農業基盤を整備します。
　17年度は、27㎞におよぶ獣
害防護柵等を整備しました。
【事業期間】平成17～19年度

農林業 旭地域

御
おくらまわり

蔵廻地区田園自然環境保全整備事業10
　農地の高度利用を図るため、
環境に配慮した工法による区画
整理や農業用排水路、橋りょう
等を整備します。
　17年度は、　1.3haの区画整
理等を行いました。
【事業期間】平成16～18年度

農林業 田万川地域

11
　道の駅「ゆとりパークたまがわ」横に、田万川
地域の原産「長門ユズキチ」や大豆等を使った加
工品を開発製造する農産物加工施設が３月末に完
成します。

農産物加工施設整備事業

やまぐちの多彩な園芸産地育成事業

農林水産業 むつみ地域

12
　千石台のむつみだいこん集出荷施設内の選果施
設の改修や高俣にトマトパイプハウスの整備が３
月末に完成する予定です。

玉江漁港漁業集落環境整備事業

水産業 萩地域

13
　玉江浦・倉江地区に、集落道、緑地広場等が３
月末に完成する予定です。

商　業 萩地域

中心商店街活性化事業14
　田町商店街の活性化、再生を
図るため、ジョイフルパーキン
グ付近に駐車場および進入路を
整備します。
　17年度は、進入路および駐
車場の一部の用地を取得し、進
入路の一部について建物の解体
等の工事に着手しました。
【事業期間】平成17～18年度

椿西小学校整備事業

学　校 萩地域

15
　市民体育館西側で進められている椿西小学校の
校舎や屋内運動場等の改築工事が３月に完了しま
す（竣工式は３月27日）。

川上中学校屋内運動場整備事業

学　校 川上地域

16
　老朽化した川上中学校屋内運動場の改築工事が
３月に完了します（竣工式は３月24日）。

学　校 須佐地域

育英小学校整備事業
　老朽化した育英小学校校舎を
改築します。
　17年度は、主に旧校舎の解
体工事を行い、これから建設工
事に着手します。
【事業期間】平成17～18年度

17

田万川総合事務所整備事業

庁　舎 田万川地域

18
　庁舎が傾き、危険な状態にあった田万川総合事
務所の建て替え工事が３月に完了します（竣工式
は３月17日）。

３月末
完成 !

３月末
完成 !

３月末
完成 !

３月末
完成 !

３月末
完成 !

３月末
完成 !
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松
陰
神
社
前
交
差
点
〜
道
の
駅

「
萩
し
ー
ま
ー
と
」
入
口
交

差
点
間
の
長
さ
1.9
㎞
、幅
員
16
ｍ（
２

車
線
）
の
道
路
で
、
現
在
一
部
の
区

間
で
供
用
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
は
、
美
萩
橋
（
長
さ

１
５
６
ｍ
の
跨
線
橋
）
の
架
設
工
事

が
３
月
末
に
完
成
す
る
ほ
か
、
長
添

山
ト
ン
ネ
ル
（
長
さ
83
ｍ
）
〜
道
の

駅
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」
間
の
舗
装
工

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

供
用
開
始
は
平
成
18
年
度
の
予
定

で
す
。

主
要
幹
線
道
路
の
現
況

現
在
、
萩
管
内
で
実
施
さ
れ
て
い
る
主
要
幹
線
道
路

の
現
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

中
国
縦
貫
自
動
車
道
と
連
結
す

る
美
東
町
真
名
〜
萩
市
間
の

約
28
㎞
の
地
域
高
規
格
道
路
で
す
。

　

平
成
６
年
に
美
東
町
真
名
〜
萩
市

間
が
計
画
路
線
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
８
年
に
美
東
町
大
田
〜
絵
堂

間
、
平
成
10
年
に
美
東
町
真
名
〜
大

田
間
が
整
備
区
間
に
指
定
さ
れ
、
現

在
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

美
東
町
絵
堂
〜
萩
間
に
つ
い
て

は
、
平
成
12
年
に
調
査
区
間
に
指
定

さ
れ
、
平
成
17
年
度
は
、
美
東
町
絵

堂
〜
明
木
間
に
つ
い
て
、
環
境
現
況

調
査
（
騒
音
・
振
動
・
動
植
物
等
）

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。　

　

今
後
、
詳
細
ル
ー
ト
決
定
お
よ
び

調
査
設
計
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

将
来
の
山
陰
自
動
車
道
の
当
面

活
用
路
線
と
し
て
、
国
に
よ

る
直
轄
事
業
で
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
４
年
に
三
隅
Ｉ
Ｃ
〜
萩
Ｉ
Ｃ

間
15
・
２
㎞
が
都
市
計
画
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
三
隅
Ｉ
Ｃ
〜
三

見
Ｉ
Ｃ
間
が
す
で
に
事
業
化
さ
れ
、

平
成
19
年
度
の
供
用
開
始
に
向
け

萩
三
隅
道
路

て
、
ト
ン
ネ
ル
や
橋
り
ょ
う
な
ど
の

工
事
が
進
め
ら
れ
、
７
か
所
あ
る
ト

ン
ネ
ル
の
う
ち
６
か
所
が
既
に
貫
通

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
１
月
に
は
、
三
見
Ｉ
Ｃ

〜
萩
Ｉ
Ｃ
間
の
新
規
事
業
化
（
区
間

延
伸
）
が
決
定
し
、
同
区
間
の
調
査

や
地
元
説
明
会
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

小
郡
萩
道
路

萩
警
察
署
前
交
差
点
〜
県
道
萩

秋
芳
線
（
萩
有
料
道
路
）
交

差
点
間
の
長
さ
1.9
㎞
、幅
員
25
ｍ（
４

車
線
）
の
道
路
で
、
現
在
一
部
の
区

間
で
供
用
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
は
、
椿
大
橋
（
長
さ

１
５
１
・
５
ｍ
）
の
架
設
工
事
が
実

施
さ
れ
た
ほ
か
、
川
島
地
区
の
舗
装

工
事
、
椿
地
区
の
大
屋
川
に
架
か
る

椿
西
橋
（
長
さ
21
・
５
ｍ
）
や
電
線

類
地
中
化
（
埋
設
管
）
工
事
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

供
用
開
始
は
平
成
18
年
度
末
の
予

定
で
す
。

主
要
県
道
萩
川
上
線

（
都
市
計
画
道
路　

土
原
新
川
線
）

一
般
国
道
２
６
２
号
バ
イ
パ
ス

（
都
市
計
画
道
路　

大
屋
土
原
線
）

小郡萩道路小郡萩道路

萩三隅道路萩三隅道路

↑至 萩警察署

↓至 有料道路

椿大橋

←
至 

体
育
館

萩しーまーと

長添山トンネル

美萩橋

↓至 松陰神社
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母
子
・
寡
婦
世
帯
の
皆
さ
ん
へ

校生の皆さんへ
萩　市
奨学金制度
※いずれも、他の奨学金を受けていない
　ことが条件です。

□
対
象
者　

市
内
中
小
企
業
に
１
年

以
上
勤
務
し
て
い
る
勤
労
者
（
家
族

従
業
者
を
除
く
）
で
、
市
税
を
完
納

し
て
い
る
方

□
貸
付
限
度
額　

70
万
円
〜

１
０
０
万
円
（
使
途
に
よ
る
）

□
保
証
人
等　

連
帯
保
証
人
１
人
以

上□
対
象
者　

市
内
に
１
年
以
上
居
住

　

市
で
は
、
母
子
お
よ
び
寡
婦
世
帯

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
母
子
寡
婦
福

祉
資
金
の
各
種
貸
付
制
度
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

小
・
中
・
高
校
、
大
学
（
専
門
学

校
）
等
へ
の
入
学
の
た
め
の
資
金

□
貸
付
額　

３
万
９
５
０
０
円
〜

59
万
円
（
就
学
先
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
）、
無
利
子

　　

高
校
・
大
学
（
専
門
学
校
）
等
で

修
学
す
る
た
め
の
資
金

勤
労
者
の
皆
さ
ん
へ

□
貸
付
額　

月
額
１
万
８
０
０
０
円

〜
６
万
４
０
０
０
円
（
修
学
先
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）、
無
利
子

　

中
・
高
校
を
卒
業
し
て
就
職
す
る

た
め
の
資
金

□
貸
付
額　

10
万
円
、
無
利
子

※
こ
の
ほ
か
に
も
、
生
活
資
金
、
住

宅
資
金
な
ど
の
各
種
貸
付
制
度
が
あ

り
ま
す
。

■
申
し
込
み　

               

社
会
福
祉
課
児
童
母
子
福
祉
係

（
２
５
・
３
５
３
６
）

し
、
同
一
の
事
業
所
に
１
年
以
上
勤

務
し
て
い
る
勤
労
者
、
ま
た
は
ハ
ー

ト
ピ
ア
共
済
に
１
年
以
上
加
入
し
て

い
る
勤
労
者
で
、
市
税
を
完
納
し
て

い
る
方

□
貸
付
限
度
額　

70
万
円
〜
３
０
０

万
円
（
使
途
に
よ
る
）

□
保
証
人
等　

㈳
日
本
労
働
者
信
用

基
金
協
会
の
債
務
保
証
（
保
証
料
率

は
同
協
会
の
定
め
る
率
）

■
申
込
先　

中
国
労
働
金
庫
萩
支
店

（
２
２
・
１
２
２
５
）

■
問
い
合
わ
せ　

商
工
課

（
２
５
・
３
１
０
８
）

高等学校進学奨学金（給付）
□対象者　向学心に富み、当該奨学生
　の扶養者の住所が市内にあり、経済
　的な理由により修学が困難な方で、
　全日制の高等学校に在学する生徒
　※離島など自宅外通学者の事情につ
　いても考慮します。
□募集予定人員　15人
□給付期間　高等学校在学中
□給付年額　12万円（経済状況等に
　より18万円の特別給付あり）
□募集期間　４月３日～20日

高等学校進学奨学金（貸与）
□対象者　向学心に富み、当該奨学生
　の扶養者の住所が市内にあり、経済的
　な理由により修学が困難な方で、学校
　教育法による高等学校または高等学
　校と同程度の学校に在学する生徒
□募集予定人員　10人
□貸与期間　最短修業期間
□貸与月額　
　一　般＝１万5,000円以内
　離島等＝２万5,000円以内
□募集期間　４月３日～20日
□償還方法　卒業後５年間に、月賦・
　半年賦・年賦のいずれかで償還のこと

□対象者　大学に在学し、向学心に富
　み、経済的理由により修学が困難な
　方で次の要件を満たしている方
①大学（夜間学部、通信教育学部、専
　攻科、別科、大学院、短期大学を除
　く）に在学している方
②当該奨学生の扶養者が市内に引き続
　き５年以上住所を有していること
□募集予定人員　12人
□給付期間　大学に在学する期間（た
　だし４年を限度）
□給付年額　30万円
□募集期間　４月３日～26日

守永洋子大学進学奨学金（給付）

□対象者　４年生大学に在学し、芸術
　文化を志す学生で、次の要件を満た
　している方
①芸術文化（美術部門または音楽部門）
　を専攻する学生
②当該奨学生の扶養者が市内に引き続
　き５年以上住所を有していること
□募集予定人員　４人
□給付期間　大学に在学する期間（た
　だし４年を限度）
□給付年額　15万円
□募集期間　４月３日～26日

三輪休和芸術文化奨学金（給付）

日本学生支援機構（貸与）
□対象者　高等専門学校・大学（短大
　を含む）・専修学校専門課程に在学
　している者
□貸与額　
　４万5,000円～６万4,000円
□募集期間　在学・入学する学校へお
　問い合わせください
■申し込み　奨学事業相談センター　
　（０５７０・０３・７２４０）

□対象者　山口県内に生活の本拠を有
　するものの子弟で、高校・大学（短
　大を含む）および県内の専修学校に
　在学している者
□貸与額　
　１万8,000円～５万2,000円
■申し込み　財団法人山口県ひとづく
　り財団奨学センター（０８３・９３３
　・４７７０、０８３・９２８・５９３５）

山口県ひとづくり財団
奨学センター（貸与）

高 学生の皆さんへ大

の他の奨学生そ

■申し込み　萩市教育委員会総務課（２５・３１４１）

萩
市
中
小
企
業
勤
労
者

小
口
資
金
（
貸
付
）

萩
市
中
小
企
業
労
働
者

生
活
資
金
（
貸
付
）

就
学
支
度
金

修
学
資
金

就
職
支
度
金
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全国大会出場 ママさんバレー 第１回 ローソンカップ

前列左から　西村智子（堀内）、谷﨑由
ゆきこ

子（明木）、石村恵子（浜崎）、藤
井ひとみ（北古萩）、田中洋子（堀内・監督）、後列左から　津守昌彦（平
安古・総監督）、井町綾子（椿）、永安美江（呉服町）、瀬畑瑞恵（山田）、
兼清美樹（平安古）、中村尚

ひさこ

子（浜崎新町）、山本文世（樽屋町）、藤村
三枝子（堀内）以上写真。　岡村臣

たかえ

恵（椿東）、中尾美
み と え

登枝（山田）

（81歳 下五間町）

受
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

平
成
16
年
事
業
所
・
企
業
統
計
調

査
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査
に

従
事
。
受
け
持
ち
件
数
が
多
い
な

か
、
事
務
処
理
も
丁
寧
か
つ
正
確
に

行
い
、
そ
の
功
績
に
よ
り
表
彰
。

総
務
大
臣
表
彰

（50歳 下小川）

　

２
０
０
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

指
導
員
と
し
て
従
事
。
調
査
員
に
適

切
な
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
調
査

書
類
審
査
を
的
確
・
迅
速
に
行
い
、

そ
の
功
績
に
よ
り
表
彰
。

（67歳 土原）

　

２
０
０
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

調
査
員
と
し
て
従
事
。
受
け
持
ち
件

数
が
多
い
な
か
、
迅
速
か
つ
正
確
に

調
査
を
行
い
、事
務
処
理
も
的
確
で
、

そ
の
功
績
に
よ
り
表
彰
。

今井 清
きよずみ

純

美
みばら

原 眞
ま つ こ

津子

阿武 正
まさのり

勲

　

介
護
相
談
員
は
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
の
疑
問
や
不
満
、
不
安

の
解
消
を
図
る
た
め
、
派
遣
を
希

望
す
る
介
護
保
険
施
設
な
ど
を
訪

問
し
、苦
情
や
意
見
を
聞
い
た
り
、

相
談
を
受
け
る
な
ど
の
活
動
を
行

い
ま
す
。

原　宏子 新
しんかわ

川 眞澄 柴田 由美子 山田 玲子 末若 裕
ひろこ

子

岡　玲子 石川　巖
いわお

椋　晶
あきお

雄 岡　早苗 内田 貴久子

新
し
い
萩
市
の
介
護
相
談
員

　

萩
地
域
で
５
人
の
方
が
活
動
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
１
月
か
ら
、

新
た
に
10
人
の
方
を
選
任
し
ま
し

た
。
計
15
人
、任
期
は
３
年
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

介
護
保
険
課
（
２
５
・
３
３
６
８
）

　

１
月
１
日
、
次
の
方
が
法
務
大
臣

か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱（
再
任
）

さ
れ
ま
し
た
。

▽
萩
地
域

河こ
う
の野
宗む

ね
あ
き
昭
（
大
井
２
８
・
０
０
１
３
）

竹
田
修の

ぶ
こ子

（
椿
東
２
５
・
２
９
６
９
）

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
問
題
に

つ
い
て
、
必
要
な
助
言
や
関
係
官
公

署
を
紹
介
す
る
な
ど
の
問
題
解
決
の

手
助
け
を
し
ま
す
。
不
当
な
差
別
、

人
権
に
関
わ
る
相
談
、
生
活
上
の
障

害
、
不
当
な
要
求
、
法
律
扶
助
の
手

続
き
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課　
（
２
５
・
３
５
５
０
）

人
権
擁
護
委
員

田万川地域 萩地域

福栄地域 むつみ地域

川上地域

須佐地域

農
林
水
産
大
臣
表
彰

統計
功労者
表彰

おめでとう 萩明倫クラブ
2月14日～17日（宮城県）
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今
回
は
、
肺
が
ん
検
診
で
の
胸
部

Ｘ
線
写
真
判
定
の
仕
組
み
、
精
密
検

査
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

肺
が
ん
検
診
は
、
検
診
〜
精
密
検
査

の
流
れ
で
肺
が
ん
を
見
つ
け
て
い
ま

す
。
検
診
で
要
精
密
検
査（
要
精
検
）

と
判
定
さ
れ
て
も
、
全
て
が
肺
が
ん

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
過
剰
に
心

配
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ

の
判
定
に
は
根
拠
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｘ
線
写
真
の
読
影
（
写
真
を
見
て

異
常
か
ど
う
か
判
定
す
る
こ
と
）は
、

二
重
読
影
＋
比
較
読
影
と
い
う
仕
組

み
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
人
の
医
師
で
は
ど
ん
な
に
一
生

懸
命
読
影
し
て
も
、
ミ
ス
を
完
全
に

な
く
す
こ
と
は
ま
ず
不
可
能
で
す
。

し
か
し
ミ
ス
は
人
命
に
関
わ
り
ま

す
。
そ
こ
で
〝
2
人
の
医
師
が
別
々

に
読
影
し
、
結
果
を
総
合
す
る
〞
と

肺
が
ん
検
診
に
つ
い
て

　

医
師　

米よ
ね
し
ろ城　

秀
し
げ
る

（
専
門
：
放
射
線
科
）

い
う
方
法
で
ミ
ス
を
な
く
す
努
力
を

し
て
い
ま
す
。
こ
の
仕
組
み
を
二
重

読
影
と
い
い
ま
す
。

　

肺
の
中
に
は
、
昔
か
か
っ
た
肺
炎

や
結
核
な
ど
の
痕
跡
が
残
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
も
異
常

な
影
で
は
あ
り
ま
す
が
、
精
密
検
査

も
治
療
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
最
初
の
読
影
で
異
常
と
判
定

さ
れ
た
場
合
、
過
去
の
写
真
を
出
し

て
き
て
影
を
比
べ
、
変
化
が
あ
る
か

ど
う
か
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
こ
の

仕
組
み
を
比
較
読
影
と
い
い
ま
す
。

　

炎
症
の
痕
跡
な
ど
は
過
去
と
比
べ

て
も
変
化
が
な
い
の
で
、
異
常
の
判

定
か
ら
外
さ
れ
て
い
ま
す
。
比
較
読

影
で
要
精
検
と
さ
れ
る
の
は
、〝
過

去
に
も
影
が
あ
る
が
、
そ
の
影
が
大

き
く
な
っ
た
〞、〝
過
去
に
は
な
い
新

し
い
影
が
出
現
し
た
〞
場
合
で
す
。

ま
た
〝
過
去
の
写
真
が
な
く
、
比
べ

ら
れ
な
い
〞
場
合
も
あ
り
、
そ
の
時

は
問
題
な
い
影
な
の
か
ど
う
か
分
か

り
ま
せ
ん
の
で
、
結
果
的
に
要
精
検

と
さ
れ
ま
す
。

　

Ｘ
線
写
真
で
異
常
と
判
定
さ
れ
る

の
は
検
診
受
診
者
全
体
の
約
８
％
、

比
較
読
影
で
要
精
検
と
判
定
さ
れ
る

の
は
、
そ
の
中
の
約
半
分
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

次
は
精
密
検
査
で
す
。
要
精
検
と

判
定
さ
れ
た
方
が
受
診
さ
れ
る
と
、

ま
ず
X
線
写
真
の
再
検
査
や
胸
部
Ｃ

Ｔ
検
査
で
実
際
に
異
常
な
影
が
あ
る

か
確
認
を
し
ま
す
。
X
線
写
真
で
は

骨
や
血
管
な
ど
が
重
な
っ
て
写
り
、

あ
た
か
も
異
常
な
影
の
よ
う
に
見
え

る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
影
が
確
認

さ
れ
る
と
、
診
察
や
検
査
結
果
な
ど

を
併
せ
て
、
炎
症
な
ど
良
性
の
病
気

を
考
え
る
影
と
、
肺
が
ん
を
疑
う
影

と
を
判
断
し
ま
す
。

●
良
性
の
病
気
の
場
合
は
治
療
を
行

い
ま
す
。
特
に
治
療
の
必
要
が
な
い

場
合
は
そ
の
ま
ま
終
診
で
す
。

●
肺
が
ん
を
疑
う
影
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
に
精
密
検
査
を
進
め
て
診
断
、

治
療
を
行
い
ま
す
。

●
中
に
は
判
断
が
難
し
い
影
が
あ

り
、
そ
の
時
は
期
間
を
お
い
て
再
度

Ｃ
Ｔ
検
査
な
ど
を
行
い
、
影
の
変
化

を
見
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
経
過
を

追
う
期
間
は
、
影
の
性
質
に
も
よ
り

ま
す
が
短
く
て
1
〜
3
カ
月
、
長
い

時
は
定
期
的
に
数
年
間
必
要
な
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

精
密
検
査
で
最
終
的
に
肺
が
ん
と

診
断
さ
れ
る
方
は
要
精
検
の
方
の
約

３
％
、
検
診
受
診
者
約
１
４
０
０
人

に
１
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

肺
が
ん
検
診
で
は
、
以
上
の
よ
う

な
流
れ
で
肺
が
ん
を
見
つ
け
て
い
ま

す
。
検
診
受
診
者
の
中
に
は
要
精
検

と
さ
れ
て
も
〝
症
状
は
な
い
し
、
自

分
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
〞、〝
以
前
異
常

と
い
わ
れ
て
精
密
検
査
を
受
け
た
け

れ
ど
も
、
何
も
な
い
と
い
わ
れ
た
〞

と
精
密
検
査
を
受
診
さ
れ
な
い
方
も

お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
検
診
で
要
精

検
の
判
定
を
受
け
ら
れ
た
ら
、
き
ち

ん
と
精
密
検
査
を
受
診
さ
れ
る
よ

う
、
強
く
お
勧
め
し
ま
す
。

　

な
お
肺
が
ん
検
診
は
X
線
写
真
の

他
に
喀か

く
た
ん
さ
い
ぼ
う
し
ん

痰
細
胞
診
を
組
み
合
わ
せ
て

行
わ
れ
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
痰
の
中

に
悪
性
細
胞
が
い
る
か
ど
う
か
で
判

断
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
ま
た
別
の
機

会
に
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑦

肺
が
ん
検
診
で
の
要
精
密
検
査
（
要
精
検
）
イ
コ
ー
ル
肺
が
ん
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
過
剰
に
心

配
さ
れ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
の
判
定
に
は
根
拠
が
あ
り
ま
す
。
ご
自
分
で
〝
大
丈
夫
〞

と
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
き
ち
ん
と
精
密
検
査
を
受
診
さ
れ
る
よ
う
強
く
お
勧
め
し
ま
す
。

二
重
読
影

比
較
読
影

精
密
検
査
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消
費
生
活
コ
ー
ナ
ー

心
当
た
り
の
な
い

商
品
が
届
い
た
ら

﹇
相
談
﹈　

　

注
文
も
し
て
い
な
い
の
に
知
ら
な

い
業
者
か
ら
書
籍
が
送
ら
れ
て
き

た
。
心
当
た
り
が
な
か
っ
た
の
で
そ

の
ま
ま
に
し
て
い
た
ら
、
代
金
の
支

払
方
法
な
ど
が
書
か
れ
た
挨
拶
状
と

振
込
用
紙
が
送
ら
れ
て
き
た
。
送
り

返
す
に
し
て
も
送
料
が
か
か
る
た
め

困
惑
し
て
い
る
。
ど
う
し
た
ら
い
い

で
し
ょ
う
。

﹇
ポ
イ
ン
ト
﹈

　

契
約
し
て
い
な
い
商
品
を
一
方
的

に
送
り
付
け
、
返
品
や
購
入
し
な

い
旨
の
明
確
な
意
志
を
消
費
者
が
示

 

安
全
・
安
心
だ
よ
り

③④

⑥

■
問
い
合
わ
せ

消
費
生
活
相
談
窓
口

（
２
５
・
０
９
９
９
）

　

今
年
の
秋
に
開
催
さ
れ
る

国
民
文
化
祭
に
お
い
て
、
萩

で
開
か
れ
る
行
事
の
一
つ
に

陶
芸
展
が
あ
り
ま
す
。プ
ロ
、

ア
マ
を
問
わ
ず
全
国
の
陶
芸

愛
好
家
の
応
募
作
品
の
中
か

ら
入
選
し
た
作
品
を
、
旧
久

保
田
家
住
宅
、
伊
藤
博
文
別

邸
、旧
田
中
別
邸
に
展
示
し
、

多
く
の
方
に
鑑
賞
し
て
い
た

だ
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

ま
た
、展
示
期
間
中
に
は
、

萩
の
陶
芸
家
と
一
般
公
募

の
方
々
と
の
「
器
と
花
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
企
画

■
問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課　

国
民
文

化
祭
萩
市
実
行
委
員
会
事
務

局
（
２
５
・
３
５
９
０
）

H １７年 H １６年 比較

総数 646     808 -162

窃盗犯 422 522 -100
重
点
対
象
犯
罪

 侵入盗 59 100 -41

 自転車盗 134 99 35

 車上ねらい 60 95 -35

 自販機ねらい 14 34 -20

 万引き 38 58 -20

詐欺等 44 76 -32

平
成
17
年
の
刑
法
犯
の
状
況

　

市
内
の
刑
法
犯
認
知
総
数
は
、
前

年
に
比
べ
１
６
２
件
減
り
大
幅
に
減

少
し
ま
し
た
。
重
点
対
象
犯
罪
の
う

ち
、
侵
入
盗
、
車
上
ね
ら
い
、
自
販

機
ね
ら
い
、
万
引
き
は
減
少
し
た
も

の
の
、
自
転
車
の
盗
難
が
35
件
増
え

35
％
増
加
し
ま
し
た
。

自
転
車
の
盗
難
被
害

　

被
害
は
、
ス
ー
パ
ー
や
駅
で
多
発

し
て
い
ま
す
。
被
害
自
転
車
の
約
６

割
が
無
施
錠
で
す
。
ま
た
被
害
者
の

約
７
割
が
学
生（
小
学
生
〜
大
学
生
）

で
す
の
で
、
お
子
さ
ん
に
対
し
て
自

転
車
の
鍵
を
か
け
る
こ
と
を
指
導
し

ま
し
ょ
う
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
対
策

●
離
れ
る
と
き
は
必
ず
鍵
を
か
け
る

●
壊
し
に
く
い
鍵
に
す
る

（
２
つ
以
上
鍵
を
か
け
る
二
重
ロ
ッ

ク
が
効
果
的
）

●
路
上
に
放
置
せ
ず
駐
輪
場
に
置
く

●
長
期
間
同
じ
場
所
に
止
め
な
い

●
必
ず
防
犯
登
録
を
す
る

■
問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課（

２
５
・
３
３
７
３
）

萩・江崎警察署管内の刑犯法認知状況

さ
な
い
限
り
購
入
し
た
も
の
と
み
な

し
、
代
金
を
請
求
す
る
方
法
を
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
・
オ
プ
シ
ョ
ン
（
送
り
付
け

商
法
）
と
い
い
ま
す
。

　

商
品
は
、
書
籍
、
雑
誌
、
写
真
集
、

健
康
食
品
な
ど
様
々
で
、最
近
で
は
、

郵
便
局
や
宅
配
便
の
代
金
引
換
配
達

を
利
用
し
送
り
付
け
て
く
る
事
例
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

﹇
ア
ド
バ
イ
ス
﹈

　

申
し
込
ん
で
い
な
い
商
品
が
一
方

的
に
送
り
付
け
ら
れ
て
き
た
場
合
、

送
付
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
14
日

間
（
送
り
つ
け
て
き
た
業
者
へ
引
き

取
り
を
依
頼
し
た
場
合
は
、
そ
の
日

か
ら
７
日
間
）
を
経
過
す
れ
ば
自
由

に
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

代
金
引
換
配
達
で
商
品
が
届
い
た

場
合
、
代
金
を
支
払
っ
て
し
ま
う

と
送
付
事
業
者
と
直
接
交
渉
し
な
く

て
は
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
心
当
た

り
が
な
け
れ
ば
、「
受
け
取
り
拒
否
」

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

不
審
な
商
品
が
届
い
た
場
合
は
、

消
費
生
活
相
談
窓
口
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

し
て
お
り
、
会
場
の
雰
囲
気

を
盛
り
上
げ
る
も
の
と
な
る

で
し
ょ
う
。
そ
の
ほ
か
、
入

選
さ
れ
た
方
々
と
萩
陶
芸
家

協
会
の
会
員
と
の
交
流
会
も

予
定
し
、
盛
大
な
や
き
も
の

の
祭
典
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

す
。

　

著
名
な
評
論
家
や
陶
芸
作

家
に
よ
る
厳
し
い
審
査
を

経
た
作
品
は
、
来
場
者
の
皆

さ
ん
の
心
を
打
つ
こ
と
で
あ

り
、こ
れ
を
機
に
萩
を
訪
れ
、

萩
の
風
土
や
や
き
も
の
に
触

れ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
大

変
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
推
進
委
員
会
一
同

一
丸
と
な
り
、
準
備
を
進
め

て
い
る
段
階
で
す
が
、
一
人

で
も
多
く
の
方
に
萩
の
や
き

も
の
の
フ
ァ
ン
と
な
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

　

国
民
文
化
祭
・
陶
芸
展
の
準
備
を
中
心
と
な
っ
て
進

め
て
い
る
陶
芸
展
推
進
委
員
長
に
、
国
民
文
化
祭
に
つ

い
て
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

陶
芸
展
推
進
委
員
長

岡
田　

裕ゆ
う

（
萩
陶
芸
家
協
会
専
務
理
事
）

国
民
文
化
祭
・
や
ま
ぐ
ち
２
０
０
６
陶
芸
展
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小
萩
人
形
は
、
昭
和
の
初
め
、
萩

の
女
性
た
ち
の
手
で
作
ら
れ
た
高
さ

10
㎝
あ
ま
り
の
小
さ
な
人
形
で
、
松

村
の
ぶ
が
創
案
・
指
導
し
、
柳
林
貞

子
が
継
承
。
昭
和
10
年
「
萩
史
蹟
産

業
大
博
覧
会
」に
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
は
、
女
性
の

授
産
事
業
と
し
て
、
40
〜
50
人
が
製

作
に
携
わ
り
ま
し
た
。
萩
の
代
表
的

な
土
産
物
に
な
り
、
全
国
に
販
売
さ

れ
る
と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
へ
も
輸

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
ほ
と

ん
ど
後
継
者
が
い
な
い
状
況
で
す
。

　

特
徴
は
、
人
形
の
顔
を
布
で
製
作

萩地域

小
萩
人
形

　

１
月
28
日
、
松
本
川
下
流
域
で
、

シ
ロ
ウ
オ
の
産
卵
場
と
な
る
よ
う
握

り
こ
ぶ
し
ほ
ど
の
小
石
を
沈
め
る
作

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
シ
ロ
ウ
オ
は

２
月
中
旬
頃
か
ら
、
海
か
ら
上
っ
て

き
て
、
新
し
い
石
の
裏
側
に
卵
を
産

む
た
め
、
萩
白
魚
組
合
が
毎
年
こ
の

時
期
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

漁
は
、
畳
４
、５
枚
分
の
網
を
使

う
「
四
つ
手
網
漁
」
で
、
萩
の
早
春

の
風
物
詩
。
漁
獲
量
は
近
年
激
減
し

て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
は
前
年
の
倍

以
上
の
５
０
９
㎏
の
水
揚
げ
。
生
き

た
ま
ま
酢
醤
油
で
食
べ
る
「
お
ど
り

食
い
」
が
珍
味
。

シ
ロ
ウ
オ
の
産
卵
場
づ
く
り

　

萩
博
物
館
の
入
館
者
数
が
１
月

17
日
に
15
万
人
を
突
破
し
ま
し

た
。
２
０
０
４
年
11
月
の
開
館
以

来
４
３
３
日
目
の
記
録
で
す
。

萩
博
物
館　

入
館
者
数
15
万
人
突
破

開
館
か
ら
４
３
３
日
目

　

15
万
人
目
と
な
っ
た
の

は
、
東
京
都
の
齋
藤
正
一

郎
さ
ん
で
、
妻
の
芳
枝
さ

ん
と
山
口
県
内
の
観
光
で

萩
を
訪
れ
ら
れ
ま
し
た
。

齋
藤
さ
ん
夫
妻
に
は
、
野

村
市
長
か
ら
花
束
と
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
館
は
現
在
、
企
画
展

「
幕
末
長
州
藩
の
科
学
技

術
〜
大
砲
づ
く
り
に
挑
ん

だ
男
た
ち
〜
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

体長約５㎝　透き通るような身が特徴です

文
化
財
防
火
デ
ー

　

１
月
26
日
の
文
化
財
防
火
デ
ー

を
間
近
に
控
え
、
１
月
22
日
、
田

万
川
地
域
で
、
山
口
県
指
定
文
化

財
「
西
堂
寺
六
角
堂
」
の
防
ぎ
ょ

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

火
災
が
発
生
し
、
強
風
に
あ
お

ら
れ
、
西
堂
寺
六
角
堂
へ
延
焼
拡

大
し
た
と
の
想
定
で
実
施
。
消
防

関
係
者
や
、
地
元
住
民
あ
わ
せ
て

約
90
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
本
番
さ
な
が
ら
に
行

わ
れ
、
参
加
者
は
真
剣
な
面
持
ち

で
作
業
を
行
い
、
い
ざ
火
災
が
発

生
し
た
時
の
自
分
た
ち
の
役
割
を

確
認
し
て
い
ま
し
た
。

優
雅
な
姿　

小
萩
人
形
の
お
ひ
な
様

す
る
こ
と
で
、
世
界
中
で
小
萩
人
形

だ
け
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
４
月
９

日
ま
で
萩
博
物
館
で
展
示
中
。
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走
ろ
う
大
会

伝
雪せ
っ
し
ゅ
う舟

庭

　

立
野
の
曹
洞
宗
「
梅ば

い
か
く
じ

岳
寺
」
本

堂
の
東
、
方
丈
の
北
に
あ
た
り
半

弧
形
、
約
40
坪
の
庭
園
は
、
後
方

に
自
然
林
を
背
負
い
、
清
泉
を
中

心
と
し
て
石
を
た
く
み
に
組
合
わ

せ
調
和
さ
れ
た
重
量
感
を
持
た

せ
、
ツ
ツ
ジ
・
楓

か
え
でな

ど
の
老
樹
を

あ
し
ら
い
、
素
朴
の
中
に
も
一
幅

の
名
画
の
如
く
、
訪
れ
る
人
の
感

動
を
呼
び
起
こ
し
ま
す
。

　

こ
の
庭
は
、
画
聖
雪
舟
が
山
口

か
ら
益
田
へ
移
る
途
中
、
し
ば
し

こ
こ
に
立
寄
り
、
名
僧
と
し
て
の

聞
こ
え
高
か
っ
た
当
寺
の
住
職
、

恵け
い
そ
う
ち
と
く

叟
智
得
の
乞
い
を
容
れ
て
築
い

た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
梅
岳
寺
に
は
、
萩
藩
初
代

藩
主
毛
利
秀ひ

で
な
り
就
が
亡
く
な
っ
た
と

　

１
月
８
日
、
川
上
中
学
校
グ
ラ

ン
ド
を
中
心
に
「
川
上
地
域
走
ろ

う
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
寒
さ
な
ん
か
、へ
っ
ち
ゃ
ら
！

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
と
走
れ
る

も
ん
」
と
、
元
気
な
子
ど
も
た
ち

の
声
。「
親
子
の
部
」
で
は
、
日

頃
、
い
っ
し
ょ
に
運
動
す
る
機
会

が
め
っ
き
り
少
な
く
な
っ
た
お
父

さ
ん
や
お
母
さ
ん
と
、
嬉
し
そ
う

に
走
る
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。
大
会
後
は
ど
ん
ど
焼
き
を
行

い
、
今
年
１
年
の
無
病
息
災
を

祈
っ
て
い
ま
し
た
。

川上地域

　

平
成
17
年
12
月
25
日
、
川

上
公
民
館
で
「
わ
ら
細
工
」

講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

約
40
人
の
参
加
者
は
、
お

正
月
用
の
し
め
縄
飾
り
の
作

り
方
を
指
導
者
か
ら
説
明
を

受
け
、
自
分
な
り
の
作
品
に

仕
上
げ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

あ
と
、「
御ご

へ
い幣

」
の
作
り
方

の
指
導
も
あ
り
、
初
め
て
の

体
験
に
参
加
者
の
目
は
真
剣

で
し
た
。

し
め
縄
づ
く
り
に
挑
戦
！

　

１
月
15
日
、
川
上
公
民
館
で

「
川
上
地
域
文
化
祭
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

保
育
園
児
、
中
学
生
、
生
涯

学
習
活
動
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
活

動
成
果
の
発
表
と
作
品
の
展
示

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
合
併
後
初

め
て
の
文
化
祭
で
ロ
ス
・
ア

ミ
ー
ゴ
ス
田
万
川
の
メ
ン
バ
ー

４
人
の
特
別
参
加
を
い
た
だ

き
、
大
変
好
評
で
し
た
。

川
上
地
域
文
化
祭

き
、
家
臣
の
梨
羽
就な

り
と
も言

が
藩
主
の

死
を
嘆
き
殉
職
し
、
そ
の
妻
が
供
養

の
た
め
に
寄
進
し
た
銅
鐘
も
あ
り
ま

す
。
毛
利
藩
の
鋳い

も

じ
物
師
郡
司
信
久
の

作
で
、
市
指
定
有
形
文
化
財
で
す
。
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田万川地域

〜
す
べ
て
は
食
に
つ
な
が
る
〜

西
堂
寺
六
角
堂

　

応
永
年
間
に
創
建
さ
れ
、
大
内

か
ら
毛
利
の
時
代
に
祈
願
所
と
し

て
、
ま
た
海
の
中
の
寺
「
浮
島
西

堂
寺
」
と
も
呼
ば
れ
、
広
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
１
６
９
６
年
（
元

禄
９
年
）
に
再
建
さ
れ
た
際
、
海

の
強
い
風
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
、

六
角
の
形
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

境
内
に
あ
る
地
蔵
尊
は
、
許
さ

れ
ぬ
恋
に
悩
み
、
自
ら
海
中
に
身

を
投
じ
た
、
小
川
の
里
、
鍋
山
長

者
の
娘
の
化
身
と
言
い
伝
え
ら

れ
、
20
年
に
１
度
公
開
さ
れ
て
い

ま
す
。11
月
の
国
民
文
化
祭
で
は
、

こ
の
物
語
を
テ
ー
マ
に
し
た
創
作

フ
ラ
メ
ン
コ
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

　

１
月
18
日
、
田
万
川
女
性
団
体
連

絡
協
議
会
主
催
の
「
食
を
考
え
る

会
」
が
、
田
万
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

身
の
回
り
の
こ
と
は
す
べ
て
食
に

つ
な
が
る
と
い
う
主
旨
の
も
と
、
農

業
振
興
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
福
島

和
子
さ
ん
が
、
地
産
地
消
と
家
庭
生

活
に
つ
い
て
、
山
口
県
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
所
長
の
相
本
艶
子
さ
ん
が
、

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
問
題
に
つ
い
て
講

演
さ
れ
ま
し
た
。
昼
食
で
は
、
地
域

の
郷
土
料
理
を
盛
り
込
ん
だ
、
女
団

連
定
食
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
14
日
、「
第
21
回
田
万
川
っ

子
か
る
た
名
人
戦
」
が
小
川
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
小
･
中
学
生
10
人
が
、
名
人

位
を
目
指
し
て
競
技
に
臨
み
ま
し

た
。

　

ル
ー
ル
は
、
百
人
一
首
の
下
の

句
の
札
を
お
互
い
の
手
前
に
並

べ
、読
み
上
げ
ら
れ
る
句
を
聞
き
、

自
分
と
相
手
の
札
を
取
り
合
い
ま

す
。
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を
重

ね
た
と
い
う
児
童
も
い
て
、
上
の

句
を
聞
い
た
だ
け
で
さ
っ
と
札
を

と
る
様
は
、
ま
わ
り
の
大
人
た
ち

を
驚
か
せ
て
い
ま
し
た
。

か
る
た
名
人
戦

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
宝
く
じ
収
益
金
で
行
わ
れ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
、
田
万

川
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
連
絡
協

議
会
が
、備
品
を
購
入
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
に
幅
広
く
活
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
地
域
振
興
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

貸
出
品　

移
動
式
カ
ラ
オ
ケ
一

式
（
２
セ
ッ
ト
）、
４
号
テ
ン
ト

（
５
張
）、真
空
断
熱
食
缶（
６
器
）、

座
卓
（
21
脚
）

宝
く
じ
助
成
備
品
を
整
備

山
口
県
指
定

有
形
文
化
財

食
を
考
え
る
会

（
江
崎
）

真空断熱食缶移動式カラオケ

一
瞬
の
早
業
を
競
う
！
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１
月
23
日
、
徳
佐
高
校
む
つ
み

キ
ャ
ン
パ
ス
（
高
俣
分
校
）
の
生

徒
を
対
象
に
、「
生
活
習
慣
病
予

防
教
室
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
進
学
・
就
職
で
自
炊

す
る
機
会
が
多
く
な
る
生
徒
た
ち

に
、
料
理
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

い
、
少
し
で
も
生
活
習
慣
病
の
予

防
に
つ
な
が
れ
ば
と
調
理
実
習
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

じ
ゃ
こ
入
り
菜
め
し
、
た
っ
ぷ

り
野
菜
ス
ー
プ
な
ど
手
軽
に
で
き

る
料
理
を
作
り
試
食
し
ま
し
た
。

　

場
所
は
吉
部
下
の
鍛
冶
屋
交

差
点
。
食
の
安
全
、
安
心
、
お

い
し
さ
に
こ
だ
わ
り
、
地
域
の

農
産
物
を
伝
統
の
技
術
で
加
工

し
、
豆
腐
や
そ
ば
、
も
ち
、
押

し
寿
司
、
か
し
わ
餅
な
ど
を
製

造
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

全
て
高
齢
者
で
運
営
さ
れ
、

水
・
金
・
日
曜
日
の
週
３
日
の

営
業
で
す
。

　

遠
方
か
ら
来
ら
れ
る
お
馴
染

み
さ
ん
も
多
く
、
地
域
の
特
産

品
も
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
る
と
の

こ
と
。
食
堂
も
あ
り
、
ぜ
ひ
一

度
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

農
産
物
加
工

販
売
施
設

むつみ地域

　

１
月
17
日
、
む
つ
み
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
「
ど
ん
ど
焼
き
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
が
家
庭
か
ら
正
月
飾

り
や
書
き
初
め
を
持
ち
寄
り
、
山

に
積
み
重
ね
、
児
童
扮
す
る
フ
ァ

イ
ヤ
ー
マ
ン
の
手
で
点
火
さ
れ
ま

し
た
。

　

ひ
と
き
わ
空
高
く
舞
い
上
が
る

習
字
の
紙
に
、
思
わ
ず
わ
ぁ
っ

と
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。「
誰

の
？
」　

き
っ
と
字
が
上
達
す
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

ど
ん
ど
焼
き

　

１
月
22
日
、
八
幡
高
原

１
９
１
ス
キ
ー
場（
広
島
県
）

で
「
親
子
ふ
れ
あ
い
広
場
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
親
子
40
人
で
、

午
前
６
時
30
分
の
出
発
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
目
の
前
一
面

に
白
い
ゲ
レ
ン
デ
が
広
が
る

と
、
み
ん
な
元
気
に
飛
び
出

し
て
行
き
ま
し
た
。
ス
キ
ー

に
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、
そ
り
す

べ
り
な
ど
、
滑
っ
た
り
上
っ

た
り
、
帰
り
の
バ
ス
の
中
で

は
す
っ
か
り
熟
睡
で
す
。
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

雪
は
楽
し
い
よ
♪
親
子
ふ
れ
あ
い
広
場

自
分
で
作
ろ
う　

簡
単
ご
は
ん

高
く
高
く
〜
舞
い
上
が
れ

こ
い
こ
い
が
ん
こ
村

生
活
習
慣
病
予
防
教
室
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須佐地域

須
佐
サ
ミ
ッ
ト

久く
は
ら原　

房ふ
さ
の
す
け

之
助

　

久
原
家
は
、
代
々
須
佐
浦
庄
屋
を

つ
と
め
、
房
之
助
は
、
１
８
６
９
年

（
明
治
２
年
）
庄
三
郎
の
四
男
と
し

て
、萩
の
唐
樋
町
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

慶
應
義
塾
（
現
慶
應
義
塾
大
学
）

卒
業
後
、
貿
易
商
社
を
経
て
、
叔
父

藤
田
伝
三
郎
の
藤
田
組
に
入
社
し
、

秋
田
の
小
坂
鉱
山
に
赴
任
。
銀
鉱
が

尽
き
苦
境
に
陥
っ
て
い
た
な
か
で
、

新
し
い
銅
精せ

い
れ
ん錬
技
術
（
自じ

よ
う熔
精
錬

法
）
の
開
発
に
成
功
し
、
小
坂
を
銅

山
と
し
て
再
生
さ
せ
、
足
尾
・
別べ

っ
し子

と
並
ぶ
日
本
三
大
銅
山
の
一
つ
に
成

長
さ
せ
ま
し
た
。

　

１
９
０
５
年
（
明
治
38
年
）
独
立

後
、
茨
城
県
で
日
立
鉱
山
（
日
立
製

作
所
は
こ
の
一
部
門
）
を
創
業
。
鉱

　

１
月
31
日
、
須
佐
総
合
事
務
所

内
旧
議
場
で
小
学
生
に
よ
る
「
須

佐
サ
ミ
ッ
ト
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
総
合
的
な

学
習
の
一
環
と
し
て
、
育
英
・
弥

富
・
鈴
野
川
小
学
校
の
５
・
６
年

生
約
60
人
が
、
交
流
を
深
め
な
が

ら
、
ふ
る
さ
と
「
須
佐
」
を
大
切

に
思
い
、
未
来
を
考
え
る
こ
と
を

目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

須
佐
の
歴
史
や
漁
業
、
鈴
野
川

の
米
作
り
、
弥
富
大
発
見
な
ど
を

テ
ー
マ
に
、
調
べ
感
じ
た
こ
と
を

発
表
。ふ
る
さ
と
須
佐
を
考
え
る
、

よ
い
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
月
13
日
、
弥
富
小
学
校

で
「
書
き
初
め
・
お
正
月
集
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

書
き
初
め
で
は
、
新
年
の

目
標
を
１
・
２
年
生
は
硬
筆
で
、

３
年
生
以
上
は
毛
筆
で
力
強
く

認し
た
ため

、
う
ち
１
枚
を
み
ん
な

の
前
で
発
表
し
、
字
の
上
達
の

願
い
も
併
せ
て
ど
ん
ど
焼
き
の

中
に
焼く

べ
ま
し
た
。

　

ま
た
体
育
館
で
は
、
自
分
た

ち
で
作
成
し
た
「
ジ
ャ
ン
ボ
か

る
た
」
で
汗
だ
く
に
な
り
な
が

ら
日
本
古
来
の
遊
び
を
楽
し
み

ま
し
た
。

書
き
初
め
・
お
正
月
集
会

山
経
営
を
足
が
か
り
に
企
業
を
拡
大

し
、
化
学
、
機
械
、
造
船
等
を
傘
下

と
す
る
久
原
財
閥
を
形
成
。後
事
を
、

義
兄
の
鮎あ

ゆ
か
わ
よ
し
す
け

川
義
介
（
日
産
コ
ン
ツ
ェ

ル
ン
創
始
者
）
に
委
ね
て
実
業
界
を

退
き
ま
し
た
。

　

28
年
（
昭
和
３
年
）
衆
議
院
議
員

に
当
選
、
田
中
義
一
内
閣
の
逓

て
い
し
ん信

大

臣
と
な
り
、
後
に
立
憲
政
友
会
総
裁

に
就
任
。
戦
後
は
、
日
中
・
日
ソ
の

復
交
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

郷
土
に
は
、
久
原
波
止
場
を
建
設

し
、
北
浦
屈
指
の
良
港
で
あ
っ
た
須

佐
港
は
い
っ
そ
う
繁
栄
。
ま
た
双
葉

幼
稚
園
の
設
立
や
、
久
原
奨
学
資
金

を
設
け
る
な
ど
、
経
済
、
文
化
、
教

育
に
多
大
な
貢
献
。
そ
の
功
績
を
称

え
、
そ
れ
ぞ
れ
最
初
の
旧
須
佐
町
名

誉
町
民
、
旧
萩
市
名
誉
市
民
に
推
挙

さ
れ
ま
し
た
。
享
年
97
歳
。

1869～1965

久原波止場（須佐港）

日
立
製
作
所
な
ど
の

基
礎
を
築
い
た
、
鉱
山
王

久
原
翁
成
育
之
地
碑
（
今
古
萩
団
地
公
園
内
）
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３
学
期
が
始
ま
っ
た
１
月
10

日
、
佐
々
並
地
区
四
葉
の
会
の
皆

さ
ん
が
、
保
育
園
児
と
小
・
中
学

生
に
無
病
息
災
を
願
い
「
七
草
が

ゆ
」
を
ご
馳
走
し
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
長
年
に
わ
た
り

続
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
お
か

ゆ
に
入
れ
る
七
草
は
、
会
の
皆
さ

ん
と
地
区
の
方
が
近
く
の
野
山
で

摘
ま
れ
た
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
お
母
さ
ん
方

の
作
ら
れ
た
心
の
こ
も
っ
た
七
草

が
ゆ
を
、
お
い
し
そ
う
に
お
腹

い
っ
ぱ
い
食
べ
ま
し
た
。

鹿か

せ背
隧ず
い
ど
う道

　

鹿
背
隧
道
は
１
８
８
６
年
（
明

治
19
年
）
に
完
成
し
、
萩
と
明
木

を
結
ぶ
生
活
道
と
し
て
、
当
時
は

多
く
の
人
が
行
き
交
い
ま
し
た
。

　

隧
道
は
、
延
長
１
８
２
ｍ
、
幅

4.2
ｍ
、
高
さ
3.9
ｍ
で
、
笠
山
の
玄

武
岩
を
使
っ
た
石
巻
工
法
で
造
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
時
代
で
は
日
本

最
長
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

県
内
最
初
の
洋
風
石
造
隧
道
。

　

１
２
０
年
経
っ
た
今
日
で
も
車

で
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
立
派

に
生
活
道
と
し
て
役
立
っ
て
い
ま

す
。
平
成
11
年
、
国
の
登
録
有
形

文
化
財
に
指
定
。

七
草
が
ゆ

健
康
を
祈
っ
て
！

旭地域

新
春
石い
し
の
こ

ノ
巷
登
山

　

元
旦
、
明
木
子
ど
も
会
が
毎

年
行
っ
て
い
る
「
石
ノ
巷
山
新

春
登
山
」
が
行
わ
れ
、
約
80
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

朝
６
時
に
集
合
し
、
ま
だ
暗

い
中
石
ノ
巷
山
山
頂
を
目
指
し

出
発
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
午
前
７
時
24
分
、
初

日
が
昇
り
始
め
る
と
喚
声
が
あ

が
り
、
み
ん
な
で
一
年
の
計
を

祈
願
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
明
木
中
学
校
３
年
生

は
、
ご
来
光
に
向
い
、
志
望
校

へ
の
合
格
を
誓
い
ま
し
た
。

初
日
に
合
格
を
祈
願
！

　

１
月
14
日
、
活
性
化
セ
ン
タ
ー

で
佐
々
並
地
区
子
ど
も
会
の
「
新

春
恒
例
た
こ
あ
げ
大
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

初
め
は
凧
づ
く
り
。
子
ど
も
達

は
、
ビ
ニ
ー
ル
製
の
凧
に
思
い
思

い
の
絵
を
描
き
、
竹
ひ
ご
を
セ
ロ

テ
ー
プ
で
貼
り
つ
け
、
最
後
に
凧

糸
を
取
り
付
け
て
完
成
。

　

外
は
あ
い
に
く
の
雨
。
子
ど
も

達
は
セ
ン
タ
ー
の
中
を
一
生
懸
命

走
り
回
り
、
凧
が
あ
が
る
か
ど
う

か
確
か
め
て
い
ま
し
た
。

新
春
た
こ
あ
げ
大
会

国
登
録

有
形
文
化
財

佐
々
並
子
ど
も
会



市報HAGI●2006（平成18）年２月15日号 16

福栄地域

　

武
道
を
通
し
て
、
強
健
な
身
体

と
強
固
な
精
神
力
を
養
い
、
礼
儀

作
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
た

く
ま
し
い
福
栄
っ
子
に
育
つ
よ

う
、
毎
年
こ
の
時
期
に
寒
げ
い
こ

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達

は
、
剣
道
、
柔
道
に
分
か
れ
、
冷

え
込
む
体
育
館
で
裸
足
に
な
り
、

毎
日
稽
古
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　

１
月
22
日
、
紫
福
小
学
校
で
開

催
さ
れ
た
「
福
栄
武
道
大
会
」
で

は
、
掛
け
声
に
も
気
合
が
入
り
、

稽
古
の
成
果
を
全
て
出
し
切
る
よ

う
、
白
熱
し
た
勝
負
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

福
栄
武
道
大
会

た
く
ま
し
い
福
栄
っ
子

　
「
森
田
家
」
は
、
石
見
吉
見
家

の
浪
人
だ
っ
た
森
田
対つ

し
ま馬
が
、
旧

黒
川
村
を
開
拓
し
た
功
績
に
よ
り

代
々
庄
屋
を
勤
め
、
苗
字
帯た

い
と
う

刀
を

許
さ
れ
た
家
柄
で
す
。
福
川
の
黒

川
地
区
に
あ
り
、
毛
利
藩
主
鷹
狩

の
際
に
は
、
休
憩
所
や
本
陣
に
あ

て
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

母
屋
は
、
18
世
紀
中
期
の
建
築

で
、
屋
敷
の
正
面
に
貫ぬ

き
き
も
ん

木
門
（
表

門
）
が
あ
り
、
土
間
の
隣
り
は
式

台
付
き
の
玄
関
と
な
っ
て
い
ま

す
。
座
敷
は
、
藩
主
御
成
屋
敷
と

い
う
こ
と
か
ら
武
家
屋
敷
を
し
の

ぐ
ほ
ど
立
派
で
、
特
に
、
奥
座
敷

森
田
家
住
宅

国
指
定

重
要
文
化
財

江
戸
時
代　

上
層
農
家
と
し
て
貴
重

は
「
藩
主
御お

な
り
ま

成
間
」
と
し
、柱
・
床
・

違
棚
な
ど
に
意
匠
を
こ
ら
し
た
格

調
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

玄
関
前
の
庭
と
座
敷
の
庭
と
は
板

塀
で
仕
切
ら
れ
、
中
に
塀

へ
い
じ
ゅ
う
も
ん

重
門
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

後
世
の
改
造
は
あ
り
ま
す
が
、

保
存
が
き
わ
め
て
良
く
、
江
戸
時

代
上
層
農
家
の
例
と
し
て
貴
重
な

も
の
で
、
昭
和
49
年
、
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
吉
田
松
陰
の
養
母
、
久

満
さ
ん
の
実
家
で
も
あ
り
、
松
陰

も
幼
い
頃
、
通
っ
て
い
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。　

人
権
推
進
大
会
　

２
月
４
日
、
基
本
的
人
権
の
尊

重
と
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、「
福
栄
地
域
人
権

推
進
大
会
」
が
福
栄
農
業
担
い
手

育
成
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
約

80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
萩
市
在
住
の
画
家
の
蔵

貫
信し

ん

さ
ん
。「
障
害
と
と
も
に
生

き
る
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
さ
れ
、

「
医
者
に
一
生
車
椅
子
の
生
活
と

言
わ
れ
た
と
き
は
、
も
う
何
も
で

き
な
い
の
で
は
と
思
っ
た
が
、
今

は
毎
日
が
充
実
し
て
い
る
。
何
か

の
役
に
立
ち
た
い
と
思
え
る
よ
う

に
な
っ
た
自
分
が
い
ま
す
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

〜
障
害
と
と
も
に
生
き
る
〜
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状
況
の
類
似
す
る
地
区
毎
に
設

け
て
い
る
標
準
地
の
価
格
を
見
直

し
、
そ
の
価
格
か
ら
比
準
し
て
評

価
額
を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

宅
地
の
場
合
は
「
国
の
地
価
公

示
価
格
」、「
県
の
地
価
調
査
価

格
」、「
不
動
産
鑑
定
士
の
調
査
に

よ
る
標
準
宅
地
価
格
」
の
３
つ
を

適
正
な
時
価
と
し
て
、
こ
れ
ら
の

７
割
を
基
準
に
標
準
地
の
評
価
額

を
決
定
し
ま
す
。

平
成
18
年
度
は

　
　
　

固
定
資
産
の
評
価
替
え
年
度
で
す

　

評
価
替
え
と
は
、
資
産
価
格
の
変
動
に
応
じ
て
３
年
ご
と
に
、
固
定
資
産
税
の
課
税

対
象
で
あ
る
土
地
、
家
屋
の
評
価
額
を
見
直
す
制
度
で
す
。

　

ご
不
明
の
点
が
あ
れ
ば
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
土
地
の
評
価
替
え

◆
家
屋
の
評
価
替
え

固
定
資
産
税
額
は
、

　
　
　
　
　
　
　

増
加
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　

既
存
家
屋
と
同
一
の
家
屋
を
新

築
し
た
場
合
に
必
要
な
建
築
費
を

算
出
し
、
こ
れ
に
新
築
時
か
ら
の

経
過
年
数
に
応
じ
た
減
点
補
正
等

を
行
い
価
格
を
算
出
し
ま
す
。

　

前
年
度
ま
で
に
適
用
さ
れ
て
い

た
評
価
額
と
新
価
格
を
比
較
し

て
、新
価
格
の
ほ
う
が
下
回
れ
ば
、

そ
の
価
格
が
評
価
額
と
な
り
、
上

回
る
と
き
は
前
年
度
の
評
価
額
に

据
え
置
き
ま
す
。

　

前
年
度
よ
り
税
額
が
増
加
し
て

い
る
場
合
、
固
定
資
産
（
土
地
･

家
屋
･
償
却
資
産
）
の
新
規
取
得

や
評
価
替
え
に
よ
る
土
地
の
評
価

額
上
昇
、
土
地
の
地
目
変
更
な
ど

の
ほ
か
に
、
主
に
次
の
よ
う
な
理

由
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
全
国
的
な
土
地
の
負
担
水
準

（
評
価
額
に
対
す
る
課
税
標
準
額

の
割
合
）
の
ば
ら
つ
き
を
是
正
す

る
目
的
で
、
国
の
施
策
に
よ
り
、

一
定
の
負
担
水
準
に
達
し
て
い
な

い
土
地
に
つ
い
て
は
徐
々
に
課
税

標
準
額
を
引
き
上
げ
て
い
く
た
め

■
宅
地
で
、
住
宅
が
取
り
壊
さ
れ

た
等
の
理
由
に
よ
り
、
住
宅
用
地

の
特
例
対
象
か
ら
外
れ
た
た
め

■
農
地
転
用
許
可
を
う
け
た
農
地

で
、
許
可
後
２
年
を
経
過
し
た
も

の
は
、
宅
地
介
在
農
地
と
し
て
宅

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
固
定
資
産
税
係　
　
（
２
５
・
３
５
４
３
）

地
並
み
の
評
価
を
行
う
た
め

■
新
築
後
３
年
な
い
し
５
年
が
経

過
し
た
住
宅
は
、
新
築
住
宅
の
軽

減
措
置
の
適
用
が
切
れ
る
た
め

■
前
記
内
容
を
含
め
た
種
々
の
理

由
に
よ
り
課
税
標
準
額
が
増
加
し

た
結
果
、
そ
の
合
計
が
免
税
点
を

超
え
た
こ
と
か
ら
課
税
対
象
と

な
っ
た
た
め

※
合
併
前
の
複
数
の
旧
市
町
村
に

資
産
を
お
持
ち
の
方
は
、
毎
年
１

月
１
日
時
点
の
状
況
で
課
税
す
る

制
度
に
基
づ
き
、
平
成
18
年
度
か

ら
は
新
市
と
し
て
合
算
し
て
課
税

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
旧
市
町
村
単
位
で

は
免
税
点
未
満
で
課
税
さ
れ
な

か
っ
た
も
の
が
、
合
算
し
た
結
果

免
税
点
を
超
え
、
課
税
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※①～⑧の手続は、窓口に受け取りに来ていただく必要が
　あります。その際には、印鑑と、住民基本台帳カード、
　運転免許証などの本人確認書類の提示が必要です。なお、
　③については印鑑登録証が必要です。
　⑨、⑩の手続は市県民税の特別徴収義務者が対象で、
　届出の際には電子署名が必要です。
■利用に必要なパソコン　
　ＯＳ＝マイクロソフト　ウィンドウズ98ＳＥ以降
　ブラウザ＝インターネットエクスプローラー5.5ＳＰ２以降
※マッキントッシュ、携帯電話からは利用できません。
■利用方法　萩市公式ホームページからアクセスしてください。
　(http://www.city.hagi.yamaguchi.jp/hagicity/)
問い合わせ　情報政策課　（２５・３３１８）

電子申請（予約）・届出が
できます

申　請・届　出 担当課

① 住民票の写しの交付請求 市
民
課

② 戸籍の附票の写しの交付請求

③ 印鑑登録証明書の交付申請

④ 市県民税所得・課税証明書の交付申請

税
務
課

⑤ 納税証明書の交付申請
（市県民税・固定資産税・軽自動車税・法人市民税）

⑥ 納税（滞納がない）証明書の交付申請

⑦ 軽自動車税納税証明書（継続検査用）の交付申請

⑧ 固定資産（評価・公課）証明書の交付申請

⑨ 特別徴収・給与支払報告に係る給与所得者異動届出

⑩ 特別徴収に係る給与所得者異動届出
（普通徴収から特別徴収への切替）

■利用できる手続

３１
から

　市民の皆さんが市へ申請や届出を行うとき、窓口へ直
接来ていただくか郵送により行われています。
　「やまぐち電子申請サービス」を利用することにより、
３月からインターネットを使って自宅や職場のパソコン
から、24時間365日、申請（予約）・届出の手続きを行
うことができます。

インターネットで
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■問い合わせ　生涯学習課（２６・５６３６）
　　　　　　　市民活動推進課（２５・３３７３）

　昨年、広島県・栃木県で小学生の殺害事件が発生しましたが、
ここ萩市でも、平成17年には29件、今年1月も既に５件の不
審者によるつきまとい、声かけ事案が発生しています。被害を出
さないためにも、地域が一体となって取り組みましょう。

　

こ
の
機
会
に
身
の
回
り
の
火
災
予

防
に
つ
い
て
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◎
住
宅
防
火

　

命
を
守
る　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

☆
３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

　

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
等
の
そ
ば
を
離
れ
る

　

時
は
、
必
ず
火
を
消
す

☆
４
つ
の
対
策

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

　

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

⑤
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

　

た
め
に
防
炎
製
品
を
使
用
す
る

⑥
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

　

に
、
住
宅
用
消
火
器
を
備
え
る

⑦
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

　

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体

　

制
を
つ
く
る

◎
林
野
火
災
防
止
の

　
　
　
　
　
　

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

①
た
き
火
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
場

　

を
離
れ
な
い

②
た
き
火
の
消
火
や
後
始
末
を
完
全

　

に
す
る

③
乾
燥
、
強
風
時
に
は
た
き
火
を
し

　

な
い

④
周
囲
に
火
が
広
が
る
恐
れ
の
あ
る

　

場
所
で
は
た
き
火
を
し
な
い

◎
防
火
座
談
会

　

火
災
予
防
や
防
火
に
関
す
る
座
談

会
を
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

◎
全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
化
！

　

近
年
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
が

急
増
、
そ
の
約
７
割
は
逃
げ
遅
れ

が
原
因
で
す
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え

平
成
16
年
６
月
に
消
防
法
が
改
正
さ

れ
、
全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

平
成
18
年
６
月
１
日
以
降
に
完
成

す
る
住
宅
は
、
建
築
時
に
設
置
し
て

く
だ
さ
い
。
既
存
住
宅
は
平
成
23
年

５
月
ま
で
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
消
火
器
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

点
検
・
訪
問
販
売
に
注
意
！

☆
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

①
身
分
証
明
書
等
の
提
示
を
求
め
る

②
は
っ
き
り
と
拒
否
す
る

③
契
約
書
に
は
印
鑑
を
押
さ
な
い

　

万
一
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合

等
は
、
消
防
本
部
予
防
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
　
（
２
５
・
２
７
９
８
）

３
月
１
日 

〜
７
日

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

▲のぼりが目印です

地域の安全は
地域で守る！

　２月６日、萩地区防犯対策協議会から、「子
供安全パトロール中」と記した車輌用マグネッ
トシート120枚が萩市に交付されました。
　このマグネットシートは、市教育委員会を通
じ、各学校や事業所、ＰＴＡ関係者などにも配
布され、公用車や事業所等の車輌に貼付するこ
とで、犯罪の抑止効果をねらいとしています。

「子供安全パトロール中」
マグネットシートを配布

　各地域の青少年育成市民会議、地域ぐるみ
青少年健全育成協議会では協力して「子ども
１１０番の家」事業および「こども１１０ばん」
事業を実施しています。
▽子ども１１０番の家
　子どもたちが不審者に追いかけられたり、連
れ去られそうになったりした時に避難し一時保
護する所です。のぼりやステッカーが目印です。
▽こども１１０ばん　
　タクシーや郵便局の配達員など、市内を隅々
まで移動する車やバイクなどに、黄色いステッ
カーを貼っています。不審者が子どもに声をか
けていたり、追いかけたりしているのを発見し
た場合や子どもが保護を求めてきた場合に保護
します。

子ども110番の家、こども110ばん

　「地域の安全は地域で守る」を合言葉に、現
在、市内の小・中学校、地域、警察等が連携し
て、子どもの登下校時の見守り活動も各地域で
展開しています。
　ご家庭でも子どもたちに次のことを心がけさ
せるとともに、不審者等への対策も再確認して
おきましょう。
●危険を感じたら、すぐに「子ども110番の
　家」など安全な場所に逃げる。
●不審者や車の特徴（服装、年齢、ナンバー、
　色等）をできるだけ覚えておく。
●駐在所、警察、学校へできるだけ早く知らせる。
●下校時刻を守り、早く帰宅する。また、でき
　るだけ一人では帰らない。

登下校時の見守り活動

▷子どもが保護を求める場合は、両肘を曲げて、
両手を顔の高さに上げるポーズをとります。
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不
要
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す　

冷
蔵
庫　

健
康
器
具　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

五
月
人
形　

萩
幼
稚
園
制
服　

ぬ
い
ぐ
る
み　

盆
栽
用
小
・
中
鉢

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド　

プ
リ
ン
タ
ー　

ガ
ス
テ
ー
ブ
ル　

普
段
着
着
物　

タ
オ
ル
ケ
ッ
ト　

バ
ス
タ
オ
ル　

電
気
毛
布　

小
型
電
気
ス
ト
ー
ブ

ガ
ラ
ス
大
皿　

大
皿　

オ
ー
ド
ブ
ル
皿　
　

草
履
・
下
駄

冷
水
ポ
ッ
ト
セ
ッ
ト　

夏
物
ワ
ン
ピ
ー
ス　

防
寒
コ
ー
ト

電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト　

Ｍ
Ｄ
コ
ン
ポ

応
接
・
麻
雀
兼
用
テ
ー
ブ
ル　

ベ
ン
チ
プ
レ
ス　

自
動
自
転
車　

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い　

子
供
用
ド
レ
ス　

原
付
バ
イ
ク　

着
物
・
浴
衣
・
帯　

乳
母
車

東
中
男
子
制
服　

Ｍ
D
コ
ン
ポ　

子
供
用
自
転
車　

小
型
テ
レ
ビ　

東
中
通
学
カ
バ
ン　

自
転
車　

テ
ー
ブ
ル　

お
ま
る　

ろ
く
ろ　

◆
登
録
は
６
か
月
間
。
登
録
者

と
直
接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
希
望
者
は
、
ま
ず
広
報
課

（
２
５
・
３
１
７
８
）へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
成
立
し
た
場
合
や
登
録

を
取
り
消
さ
れ
る
場
合
も
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

市
役
所
多
目
的
ト
イ
レ
が

完
成
し
ま
し
た

　

市
役
所
１
階
の
東
側
に
乳
幼
児
・

身
体
障
害
者
・
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方

に
も
対
応
し
た
多
目
的
ト
イ
レ
が
２

月
に
完
成
し
ま
し
た
。
ど
な
た
で
も

ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

財
政
課
管
財
係
（
２
５
・
３
１
４
３
）

リ
サ
イ
ク
ル
雑
誌
提
供

■
と
き　

２
月
24
日
（
金
）、
25
日

（
土
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　

明
木
図
書
館

■
内
容　

リ
サ
イ
ク
ル
雑
誌
の
無
料

提
供
（
１
人
10
冊
ま
で
）

問
い
合
わ
せ　

明
木
図
書
館　
（
５
５
・
０
３
１
４
）

フ
グ
中
毒
に
ご
注
意
を

　

最
近
、
釣
っ
た
フ
グ
や
も
ら
っ
た

フ
グ
を
自
分
で
調
理
し
て
食
べ
、
フ

グ
中
毒
に
な
っ
た
事
例
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

フ
グ
は
種
類
鑑
別
が
難
し
く
、
毒

力
の
季
節
変
動
、
個
体
差
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

前
に
食
べ
て
大
丈
夫
だ
か
ら
と

い
っ
て
も
、
素
人
調
理
は
大
変
危
険

で
す
の
で
、絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
未
処
理
の
フ
グ
を
販
売
し

た
り
譲
っ
た
り
す
る
こ
と
も
絶
対
に

や
め
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

萩
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
生
活
衛
生
課

　
　
　
　
　
　
（
２
５
・
２
６
６
３
）

萩
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
が

移
転
し
ま
し
た

　

萩
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
が
、
昨
年

12
月
に
田
町
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
内

か
ら
東
萩
駅
の
近
く
に
移
転
し
ま
し

た
。

　

萩
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、
萩
市

に
弁
護
士
が
一
人
し
か
い
な
い
こ
と

か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
困
っ
た
と

き
に
早
め
に
弁
護
士
に
相
談
で
き
る

よ
う
に
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
と
山

口
弁
護
士
会
が
共
同
で
開
設
し
て
い

ま
す
。安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日　

毎
週
水
曜
日
午
後
１
時

〜
５
時

※
予
約
制
で
す
の
で
、
ま
ず
お
電
話

く
だ
さ
い
。

■
相
談
料　

30
分
５
０
０
０
円

■
相
談
員　

中
国
地
方
の
登
録
弁
護

士
（
当
番
制
）

※
相
談
料
が
無
料
に
な
る
「
法
律
相

談
扶
助
制
度
」が
あ
り
ま
す
。
収
入
、

家
族
構
成
、
家
賃
、
住
宅
ロ
ー
ン
等

を
考
慮
の
う
え
判
断
し
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
の
と
き
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
新
住
所　

萩
市
椿
東
２
９
８
４
番

地　

パ
ー
ル
ビ
ル
１
０
６
号

問
い
合
わ
せ　
　

萩
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
２
４
・
０
５
０
０
）

海
岸
へ
の
漂
着
物
に

　
　
　

  

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

例
年
こ
の
時
期
に
は
日
本
海
側
の

海
岸
に
、
ハ
ン
グ
ル
文
字
の
書
か
れ

た
ポ
リ
容
器
が
多
く
打
ち
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
１
月
に
、
萩
市
の
沿
岸

な
ど
で
も
約
３
２
０
個
の
ポ
リ
容
器

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
の
と
こ
ろ
容
器
の
中
に
劇
物
等

が
入
っ
て
い
る
も
の
は
確
認
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
容
器
の
表
に
は
ハ
ン

グ
ル
文
字
で
「
有
機
酸
」
と
書
か
れ

た
も
の
も
あ
り
、
万
一
、
有
機
酸
に

触
る
と
危
険
で
す
。

　

海
岸
の
散
歩
や
、
学
校
の
授
業
の

一
環
で
海
岸
を
利
用
さ
れ
る
際
に
、

こ
れ
ら
の
容
器
を
見
か
け
た
場
合

は
、
決
し
て
触
っ
た
り
、
キ
ャ
ッ
プ

を
開
け
た
り
せ
ず
に
、
市
の
環
境
衛

生
課
ま
た
は
海
上
保
安
署
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課　

 

（
２
５
・
３
１
４
６
）

萩
海
上
保
安
署
（
２
２
・
４
９
９
９
）

打ち上げられた
　ポリ容器の一例

萩
橋

松
本
川

東
萩
駅

●萩観光
　おみやげ
　プラザ

●

〈移転先〉
パールビル１階
萩法律センター

至益田→

至松陰神社→
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や
ま
ぐ
ち
食
彩
店
に
認
定

　

阿
武
・
萩
地
域
地
産
・
地
消
推
進

協
議
会
と
見
つ
め
て
！
や
ま
ぐ
ち
農

産
物
愛
用
推
進
委
員
会
は
、
県
産
農

産
物
を
積
極
的
に
利
用
し
地
産
・
地

消
に
取
り
組
む
飲
食
店
等
を
「
や
ま

ぐ
ち
食
彩
店
」
と
し
て
認
定
し
て
い

ま
す
。（
市
内
で
は
現
在
25
店
舗
）

■
認
定
さ
れ
た
店
・
料
理

●
冨
田
屋
旅
館
▽
「
冨
月
亭
御
膳
」

●
道
の
駅
「
う
り
坊
の
郷
ｋ
ａ
ｔ
ａ

ｍ
ａ
ｔ
ａ
」
食
堂
部
▽
「
う
り
坊
名

物
猪
肉
定
食
」

●
道
の
駅
「
萩
往
還
公
園
」
レ
ス
ト

ラ
ン
▽
「
萩
往
還
む
す
び
セ
ッ
ト
」

問
い
合
わ
せ

萩
農
林
事
務
所
（
２
２
・
４
８
０
０
）

山
口
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン

ク
ー
ル
入
賞
作
品
の
展
示

　

統
計
知
識
の
普
及
と
統
計
の
表
現

技
術
の
向
上
を
目
的
と
し
て
実
施

し
た
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
の
特

選
・
入
選
作
品
23
点
を
展
示
し
ま
す
。

■
と
き　

２
月
23
日
（
木
）
〜
28
日

（
火
）

■
と
こ
ろ　

市
役
所
ロ
ビ
ー

■
主
催　

山
口
県
統
計
協
会

問
い
合
わ
せ　

企
画
課
統
計
係
（
２
５
・
３
４
３
１
）

古
電
話
帳
回
収
に

　
　
　
　
　
　

ご
協
力
を

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、
地
球
環
境

問
題
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
古
い

電
話
帳
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
新
し
い

電
話
帳
に
再
生
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
か
ら
新
し
い
電
話
帳
を
お
届

け
し
ま
す
が
、
そ
の
際
、
現
在
お
使

い
の
電
話
帳
は
回
収
し
ま
す
の
で
配

達
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　

配
達
の
際
に
ご
不
在
の
場
合
は
、

別
途
回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
、
タ
ウ

ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
他
の
電
話
帳
の
ご
注
文
や

配
達
冊
数
を
変
更
し
た
い
と
き
等

も
、
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

　
　
（
０
１
２
０
・
５
０
６
・
３
０
９
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

行
事

○
子
育
て
誕
生
会

■
と
き  

３
月
17
日
（
金
）
午
前
10

時
〜
11
時

■
と
こ
ろ　

日
の
丸
保
育
園

■
内
容  

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

■
対
象
者　

未
就
園
児
と
そ
の
保
護

者■
参
加
費　

無
料 

■
主
催　

萩
市

申
し
込
み　

３
月
10
日
ま
で
に
、
萩
市
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
（
２
５
・
４
４
８
８
）

へや
ま
ぐ
ち
子
育
て
県
民
運

動　

萩
地
域
懇
談
会

■
と
き　

２
月
22
日
（
水
）
午
後
１

時
〜
３
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
内
容　

意
見
交
換
、
交
流
会

■
対
象
者　

子
育
て
中
の
方
、
子
育

て
支
援
関
係
者
・
関
係
機
関

■
参
加
費　

無
料

■
定
員　

50
人
（
先
着
順
）

■
主
催　

や
ま
ぐ
ち
子
育
て
県
民
運

動
推
進
会
議

　

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
早
め

に
納
め
ま
し
ょ
う
。
口
座
振
替
を

ご
利
用
の
方
は
、
２
月
28
日
に
引

き
落
し
と
な
り
ま
す
の
で
、
残
高

の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
納
期
を
過
ぎ
る
と
督
促

料
や
延
滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

収
納
課　
　
（
２
５
・
３
５
７
５
）

２
月
は

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
の
第
４
期
納
期
で
す

募　

集

市営住宅名 募集
区分

募集
戸数 間取り 家　賃 駐車場

使用料

須
佐

山根丁東 一般 ２ 2DK 15,900 円～
26,400 円 1,000 円

山根丁東 一般 ２ 3DK 22,200 円～
36,800 円 1,000 円

本町上 一般 ２ ２DK 15,600 円～
25,800 円 1,000 円

■
入
居
時
期　

４
月
上
旬
以
降

■
応
募
資
格　

次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
方

①
住
宅
困
窮
者

②
同
居
親
族
が
あ
る
（
住
宅
に
よ
っ

て
は
、
一
定
の
要
件
を
備
え
て
い
る

場
合
、
単
身
入
居
も
可
）

③
収
入
基
準
に
適
合
し
て
い
る

④
市
税
を
完
納
し
て
い
る

■
募
集
期
間
・
受
付
時
間　

２
月
15

日
〜
24
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

■
抽
選
日　

３
月
１
日

■
申
込
方
法　

建
築
課
お
よ
び
各
総

合
事
務
所
施
設
課
備
え
付
け
の
入
居

申
請
書
を
持
参

問
い
合
わ
せ　

建
築
課　
　
　
（
２
５
・
２
３
１
４
）

須
佐
総
合
事
務
所
施
設
課

　
　
（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
２
１
３
）

須
佐 

新
築
市
営
住
宅
入
居
者
募
集

申
し
込
み

山
口
県
少
子
化
対
策
推
進
室　
　
　

　
　
（
０
８
３
・
９
３
３
・
２
７
５
４
）

県
営
住
宅
入
居
者

■
募
集
県
営
住
宅

○
中
津
江
（
高
齢
２
戸
、
２
Ｄ
Ｋ
、

家
賃
２
万
３
０
０
円
〜
４
万
４
６
０

０
円
、
駐
車
場
７
０
０
円
）

○
第
２
無
田
ヶ
原
（
一
般
１
戸
、
３

Ｄ
Ｋ
、
家
賃
１
万
８
５
０
０
円
〜
４

万
７
０
０
円
、駐
車
場
１
２
０
０
円
）

○
東
萩
（
一
般
１
戸
、
３
Ｄ
Ｋ
、
家

賃
１
万
６
５
０
０
円
〜
３
万
６
３
０

０
円
、
駐
車
場
１
１
０
０
円
）

■
募
集
期
間　

２
月
20
日
〜
28
日

（
消
印
有
効
）

■
応
募
方
法　

山
口
県
住
宅
供
給
公

社
、
萩
土
木
建
築
事
務
所
、
建
築
課

備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
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記
入
の
う
え
、
郵
送

申
し
込
み

〒
７
５
３
―
８
５
３
２　

山
口
市
大

字
後
河
原
１
５
０
番
地
１　

山
口
県

住
宅
供
給
公
社

　
　
（
０
８
３
・
９
３
４
・
２
０
０
４
）

２
等
陸
・
海
・
空
士

■
採
用
予
定
者
数　

県
で
20
人
程
度

■
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成

18
年
４
月
１
日
現
在
で
18
歳
以
上
27

歳
未
満
の
男
子

■
採
用
試
験　

▽
２
月
23
日
（
木
）

▽
陸
上
自
衛
隊
山
口
駐
屯
地
（
山
口

市
）

■
試
験
種
目　

筆
記
試
験
（
国
語
、

数
学
、
社
会
、
作
文
）、
口
述
試
験
、

適
性
検
査
お
よ
び
身
体
検
査

申
し
込
み

２
月
20
日
ま
で
に
、
自
衛
隊
萩
募
集

事
務
所
（
２
２
・
２
４
０
９
）
へ

癒
し
の
時
間
「
リ
フ
レ
ク

ソ
ロ
ジ
ー
教
室
」

　

日
頃
の
疲
れ
た
体
を
癒い

や

し
ま
せ
ん

か
？
顔
や
足
裏
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し

て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

■
と
き　

２
月
22
日
（
水
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分
、
３
月
２
日

（
木
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

田
万
川
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
講
習

型　種 月掛金
（１人） 加入年齢

１型 450円
満 15歳以上満 65歳未満２型 900円

３型 1,500 円

４型 2,000 円 満 15歳以上満 50歳未満（満
55歳になるまで継続加入可）

高齢者型 450円 満 65歳以上満 71歳未満
ファミリ
ー型 500円 ０歳以上満 65歳未満の家族

（子どもは満 25歳未満）

　

県
が
運
営
主
体
で
各
市
町
村
を
窓

口
と
し
て
行
っ
て
い
る
共
済
事
業
で

す
。
中
小
企
業
で
働
い
て
い
る
勤
労

者
の
福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、

県
下
全
域
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
加
入
対
象
者　

市
内
の
中
小
企
業

（
従
業
員
３
０
０
人
以
下
）
に
勤
務

す
る
勤
労
者

■
加
入
の
メ
リ
ッ
ト

◆
事
業
所
向
け
の
福
利
厚
生
事
業

•
従
業
員
の
福
利
厚
生
制
度
と
し
て

活
用
で
き
ま
す
。

•
事
業
主
も
加
入
で
き
ま
す
。

•
事
業
所
が
従
業
員
の
掛
金
を
負
担

し
た
場
合
、
損
金
ま
た
は
必
要
経
費

に
算
入
で
き
ま
す
。

◆
少
な
い
掛
金
で
大
き
な
保
障

•
掛
金
は
一
律
で
す
。

◆
高
齢
者
・
家
族
も
加
入
で
き
ま
す

•
満
70
歳
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

•
１
型
か
ら
４
型
ま
で
加
入
し
て
い

る
契
約
者
の
配
偶
者
と
子
ど
も
も
加

入
で
き
ま
す
。

◆
仕
事
以
外
で
も
24
時
間
保
障

•
病
気
、
事
故
、
住
宅
災
害
な
ど
幅

広
い
給
付
内
容
で
保
障
し
ま
す
。

◆
そ
の
他
お
得
な
メ
ニ
ュ
ー

•
人
間
ド
ッ
ク
受
診
料
や
県
内
指
定

保
養
施
設
宿
泊
料
の
一
部
助
成
が
あ

り
ま
す
。

•
県
内
外
の
協
定
施
設
宿
泊
料
や
、

レ
ジ
ャ
ー
施
設
等
の
利
用
料
金
の
一

部
割
引
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

商
工
課　
　
　
（
２
５
・
３
１
０
８
）

県
西
部
労
政
事
務
所
萩
市
駐
在　
　

　
　
　
　
　
　
（
２
２
・
３
４
４
４
）

小
さ
な
負
担
で
大
き
な
保
障

「
ハ
ー
ト
ピ
ア
共
済
」

給付事由 1型の場合 ４型の場合

死亡・重度障害 80～ 240 万円 350 ～　　　
1,000 万円

入院 １日 500円～　  　
2,000 円

2,000 円～　
8,000 円

通院治療 １日 750円 3,000 円

住宅災害（全焼） 50万円 200万円

■掛金と加入年齢

■補償額例

■
講
師　

竹
内
千
賀
子
（
リ
フ
レ
ク

ソ
ロ
ジ
ス
ト
）

主
催
・
申
し
込
み

２
月
20
日
ま
で
に
、
田
万
川
総
合
事

務
所
健
康
福
祉
課
（
０
８
３
８
７
・

２
・
０
３
０
３
）
へ

ナ
イ
ト
ク
ッ
キ
ン
グ

■
と
き　

３
月
３
日
（
金
） 

午
後
７

時
〜

■
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

■
内
容　

魚
を
使
っ
た
料
理

■
対
象
者　

中
学
生
〜
成
人

■
持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、

包
丁
等

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
定
員　

30
人

主
催
・
申
し
込
み

２
月
28
日
ま
で
に
、
中
央
公
民
館

（
２
５
・
１
２
３
４
）
へ

障
害
者
対
象
料
理
教
室

■
と
き　

３
月
４
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
内
容　

シ
チ
ュ
ー
と
プ
リ
ン

■
対
象
者　

障
害
者
の
方

■
参
加
費　

３
０
０
円
（
材
料
費
）

■
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

主
催
・
申
し
込
み

２
月
24
日
ま
で
に
、
萩
市
障

害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

（
２
４
・
５
８
５
８
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

２
４
・
５
１
５
２
）
金
子
へ

月　日 開議 日　程

２
月

27日㈪ 10:00

①諸報告
②市長施政方針
③議案上程
④特別委員会の設置

28日㈫ 10:00 議案質疑

３
月

2日㈭～ 3日㈮
6日㈪～ 10日㈮ 10:00 一般質問

13日㈪～ 16日㈭ 10:00 予算審査特別委員会

20日㈪、22日㈬ 10:00 各常任委員会

24日㈮ 14:00 委員長報告・質疑・討論・表決

■会期　２月27日（月）～３月24日（金）
■会場　萩市農協会館３階大ホール

３月萩市議会定例会

　議会は傍聴できます。
　日程は変更することがあります。
問い合わせ　議会事務局（２５・３１４４）
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史
都
萩
を
愛
す
る
会
例
会

■
と
き　

２
月
26
日
（
日
）
午
後
１

時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
講
座
室

■
演
題　
「
三
見
の
歴
史
と
自
然
、

あ
れ
こ
れ
」

■
講
師　

中
村
芳
生
（
同
会
事
）

■
受
講
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
博
物
館
内
史
都
萩
を
愛
す
る
会
事

務
局
（
２
５
・
６
４
４
７
）

司
法
書
士
サ
ラ
金
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
無
料
電
話
相
談
会

■
と
き　

３
月
４
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
午
後
４
時

■
内
容　

消
費
者
金
融
・
信
販
会
社
・

銀
行
等
の
月
々
の
返
済
に
困
っ
て
い

る
方
に
対
し
て
、
債
務
整
理
手
続
の

紹
介
等
の
ア
ド
バ
イ
ス

■
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 

０
１
２
０
・
０

０
３
・
８
２
１

問
い
合
わ
せ

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会　
　

　
　
（
０
８
３
４
・
３
２
・
５
７
７
８
）

身
体
障
害
者
更
生
巡
回
相

談
（
整
形
外
科
）

■
と
き　

３
月
７
日
（
火
）
午
後
２

時
30
分
〜
４
時
30
分
（
受
付
午
後
２

時
〜
４
時
）

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

補
装
具
交
付
の
要
否
判

定
、
処
方
及
び
適
合
判
定

※
た
だ
し
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
意

見
書
作
成
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
相
談
員　

更
生
相
談
所
の
指
定
医

師■
主
催　

山
口
県
身
体
障
害
者
更
生

相
談
所申し

込
み

２
月
27
日
ま
で
に
、
高
齢
・

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（
２
５
・
３
５
２
３
）
へ

巡
回
ふ
れ
あ
い
教
育
相
談

■
と
き　

３
月
９
日
（
木
）
午
後
１

時
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

萩
総
合
庁
舎

■
内
容　

不
登
校
、
い
じ
め
、
人
間

関
係
、
し
つ
け
、
子
育
て
、
生
徒
指

導
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
の
相
談

■
相
談
員　

臨
床
心
理
士
等

主
催
・
申
し
込
み

萩
教
育
事
務
所
（
２
２
・
０
５
９
０
）

山
口
県
朝
日
駅
伝
競
走
大
会

■
と
き　

２
月
19
日
（
日
）
午
前
９

時
ス
タ
ー
ト

■
コ
ー
ス　

萩
市
役
所
〜
国
道
１
９

１
号
〜
長
門
市
〜
下
関
北
運
動
公
園

■
チ
ー
ム
編
成　

県
内
の
市
郡
単
位

■
主
催　

山
口
県
教
育
委
員
会
ほ
か

問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　
　
（
２
５
・
７
３
１
１
）

小
萩
人
形
・
八
重
姫
奉
納

の
羽
子
板
展
示

■
と
き　

４
月
９
日
（
日
）
ま
で

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
萩
学
展
示
室

■
内
容　

小
萩
人
形
の
創
案
者
松
村

ノ
ブ
と
、
師
事
し
た
柳
橋
貞　

子
の

作
品
20
点
、
10
代
藩
主
の
五
女
八
重

姫
が
住
吉
神
社
に
奉
納
し
た
羽
子
板

２
点
を
展
示
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
博
物
館　
　
（
２
５
・
６
４
４
７
）

萩
市
椿
展

■
と
き　

２
月
24
日
（
金
）
〜
26
日

（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
内
容　

鉢
物
、
園
芸
種
、
ヤ
ブ
椿

切
り
花
展
示
、
椿
苗
木
即
売
、
椿
相

談
コ
ー
ナ
ー

■
主
催　

萩
園
芸
友
の
会

問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館　
（
２
５
・
１
２
３
４
）

田
万
川
地
域　

人
権
を
考

え
る
集
い
推
進
大
会

■
と
き　

２
月
26
日
（
日
）
午
後
１

時
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

田
万
川
体
育
館

■
内
容　

啓
発
作
品
表
彰
、
講
演
会

「
障
害
者
を
描
い
て
」
▽
講
師　

山

本
お
さ
む
（
漫
画
家
）

■
主
催　

萩
市
、
萩
市
教
育
委
員
会

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
田
万
川
地
域
事
務
所　

　
　
（
０
８
３
８
７
・
２
・
０
２
１
１
）

萩
の
酒
ま
つ
り

　

萩
・
川
上
・
田
万
川
・
む
つ
み
・

旭
地
域
お
よ
び
阿
武
町
の
伝
統
的
な

地
場
産
品
で
あ
る
「
萩
の
酒
」
と
新

鮮
な
魚
介
類
や
農
産
品
を
中
心
と
し

た
「
萩
の
肴

さ
か
な

」
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
、

新
酒
の
蔵
出
し
が
は
じ
ま
る
こ
の
季

節
に
合
わ
せ
て
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

３
月
19
日
（
日
）
午
後
３

時
〜
５
時
30
分

■
と
こ
ろ　

千
春
楽
味
楽
亭（
堀
内
）

■
内
容　

利
き
酒
競
技
会
、
酒
と
肴

を
楽
し
む
会

■
参
加
費　

男
性
５
０
０
０
円
、
女

性
４
０
０
０
円

■
定
員　

２
０
０
人

主
催
・
問
い
合
わ
せ

商
工
課
内
萩
の
酒
ま
つ
り
実
行
委
員

会
（
２
５
・
３
１
０
８
）

通行規制にご協力を

■災害復旧工事（一般県道明木美東線）
▷工事期間　３月31日まで
▷作業時間　午前８時～午後５時

■中心商店街駐車場進入路整備工事　　
　　　　　　　　　　　　　（東田町）
▷工事期間　２月下旬～７月下旬（予定）
▷作業時間　午前８時30分～午後５時
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問い合わせ 土木課（２５・３１４０）
　　　　　　  商工課（２５・３１０８）

問い合わせ
萩土木建築事務所　　（２２・００４３）
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萩・椿まつり萩・椿まつり
２月18日（土）～３月21日（祝）

防長路線バス（有料） 無料シャトルバス
萩バスセンタ
ー（260円）

JR東萩駅
（240円）

笠山
椿群生林

9:55 発 10:01 発 10:13 着 10:20 発 10:30 着
11:00 発 11:06 発 11:18 着 11:25 発 11:35 着
12:15 発 ⇒ 12:31 着
13:20 発 13:26 発 13:38 着 13:45 発 13:55 着
15:30 発 ⇒ 15:46 着 15:50 発 16:00 着

▷笠山椿群生林 ■防長路線バス、無料シャトルバス（平日）の時刻表
　◆萩バスセンター ⇒ 笠山椿群生林

　　　　　　　　　　　　　
○期間中の土・日曜日、祝日＝随時運行（越ヶ浜市営駐車場⇄笠山
椿群生林）往路：10:00～ 15:00、復路：10:30～ 16:00
○期間中の平日＝１日４往復（越ヶ浜バス停⇄笠山椿群生林）

◆２月18日（土）、期間中の日曜日、祝日
○抹茶席　市内の各流派による抹茶接待
　　　　　　　　　　　　　（一服300円）
○ステージイベント　郷土芸能など
◆期間中の土・日曜日、祝日
○椿見どころ案内人　群生林の無料ガイド
○椿の苗木販売
○特産品販売　椿グッズ・飲食店など

内容

越ヶ浜バス停

無料シャトルバス 防長路線バス（有料）
笠山

椿群生林
JR東萩駅
（240円）

萩バスセンタ
ー（260円）

11:10 発 11:20 着 11:27 発 11:39 着 11:45 着
12:15 発 12:25 着 12:36 発 ⇒ 12:52 着
13:25 発 13:35 着 13:50 発 14:02 着 14:08 着
14:35 発 14:45 着 14:53 発 ⇒ 15:09 着

15:56 発 16:08 着 16:14 着
16:40 発 16:50 着 16:59 発 ⇒ 17:15 着

越ヶ浜バス停

◆笠山椿群生林 ⇒ 萩バスセンター

問い合わせ　　　観光課（２５・３１３９）

会場までの交通
■無料シャトルバス運行

※無料シャトルバスの時間は平日運行予定時間です。
　　　　　　　の便は、日曜日、祝日は運休します。

募集
新萩市誕生記念 萩探訪ツアー第７弾！

萩・椿まつり　見学ツアー
３月12日（日）
　　　　午前10時～午後３時

各総合事務所⇒笠山椿群生林（郷土芸能・抹
茶席・特産品販売等）⇒萩城城下町散策（菊
屋家住宅・旧久保田家住宅・木戸孝允旧宅・
青木周弼旧宅・高杉晋作誕生地等）⇒各総合
事務所

□萩城城下町周辺散策
　国指定史跡に指定。周辺は今も江戸時代の地図が
そのまま使えるほど町筋がそのまま残っていて、菊
屋横町、伊勢屋横町、江戸屋横町と呼ばれる小路が
あり、そこには萩藩御用達の豪商菊屋家やなまこ壁
の土蔵など往時の面影をとどめたものがたくさんあ
ります。旧久保田家住宅などでは「萩城下の古き雛
たち」展も開催されています。

■対象者　市内に在住または通勤・通学している方　
■募集人員　各総合事務所管内で各20人
■参加費　700円（昼食代）
■応募方法　２月28日までに、各総合事務所地域振興課へ
※萩・椿まつり会場に午前10時に集合できるよう各総合事
務所を出発します。
　　　　　　　　　 申し込み　各総合事務所地域振興課
　　　　　　　　　　◦川上　　５４・２１２１
　　　　　　　　　　◦田万川　０８３８７・２・０３００
　　　　　　　　　　◦むつみ　０８３８８・６・０２１１
　　　　　　　　　　◦須佐　　０８３８７・６・２２１１
　　　　　　　　　　◦旭　　　５５・０２１１
　　　　　　　　　　◦福栄　　５２・０１２１

行 程

笠
山
椿
群
生
林

　

笠
山
は
日
本
海
に
突
出
し
た

小
火
山
。
全
形
は
市い

ち
め
が
さ

女
笠
に
似

て
い
て
、
笠
山
の
名
は
こ
こ
か

ら
来
て
い
ま
す
。
10　
ha
の
広
さ

に
約
２
万
５
０
０
０
本
の
椿
が

自
生
し
て
い
ま
す
。

　

藩
政
時
代
、
笠
山
は
萩
城
の

北
東
、
鬼
門
の
方
角
に
当
た
る

た
め
、
毛
利
藩
は
樹
木
の
伐
採

や
鳥
獣
の
捕
獲
を
禁
止
し
、
原

生
林
の
状
態
だ
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

昭
和
45
年
、
椿
の
研
究
家

渡わ
た

邉な
べ

武
薬
学
博
士
が
こ
の
地

を
訪
れ
、「
雑
木
や
つ
る
草
を

切
り
除
け
ば
立
派
な
椿
林
と
し

て
観
光
地
と
な
る
」
と
当
時
の

市
長
に
助
言
。
以
来
、
雑
木
の

伐
採
、
遊
歩
道
の
整
備
な
ど
に

力
を
注
ぎ
、
現
在
見
ら
れ
る
椿

林
が
で
き
上
が
り
ま
し
た
。

　

萩
の
地
名
の
由
来
に
つ
い
て

は
、
ツ
バ
キ
の
「
ツ
」
が
な
く

な
っ
て
ハ
ギ
に
な
っ
た
と
い
う

説
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
椿
東
や

椿
西
、
毛
利
家
菩
提
寺
の
霊
椿

山
大
照
院
な
ど
「
椿
」
を
冠
に

し
た
地
区
名
や
寺
社
、
寺
院
も

多
く
あ
り
、
萩
の
人
々
の
生
活

と
椿
と
は
、
極
め
て
深
い
つ
な

が
り
が
あ
り
ま
す
。
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本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。
（敬称略）※1月16日～1月30日受付分

お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

■人の動き（平成18年１月末日）
　人口／59,382人（前月比－69）　男／27,393人（前月比－45）
　女／31,989人（前月比－24）　世帯数／24,737世帯（前月比－1）
　出生／28人　死亡／89人（1月分）

慶弔だより

お悔やみ申し上げます
氏　名 年齢 住　所死亡日
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萩観光幕開け！
椿まつりも始まります

表紙

　２月５日、指月公園内の志
しづきやま
都岐山神社で、今年１年の萩

観光の発展や振興を祈願。祈願祭の後は、神社前の広場で、
観光シーズンの幕開けを祝い、萩芸能家協会のメンバーが
民謡「男なら」と「ヨイショコショ節」を披露。
　萩市観光協会がまとめた昨年１年間の観光客数は、136
万3645人で、前年に比べ4.5％の減。修学旅行生も落
ち込み、宿泊客は41万8,630人で5.5％の減少でした。
　今年は、11月の国民文化祭、また大型客船の寄港も増
える計画で、多くの観光客を呼び込みたいところです。
　椿まつりは、２月18日から３月21日まで、笠山の椿
群生林で開催され、椿まつりで、萩の観光シーズンは始ま
ります。表紙は、昨年の椿まつり。

― 萩観光シーズン開き ―

　市内の家々で代々大切に受け継がれてきた古いひな人
形を展示する「萩城下の古き雛たち」が、旧久保田家住
宅、旧湯川家屋敷、伊藤博文別邸、萩博物館ほか計８か
所で開催されています。萩城下の古き雛たち実行委員会
（久保孝文会長）の主催。
　萩地方で８月１日の八

はっさく

朔の日を祝う八朔雛（土人形）
や、小萩人形のおひな様、約40㎝ほどの大きさの享保
雛など約700体を展示しています。
　４月３日まで、入場無料。

萩
城
下
の
古
き
雛
た
ち

江
戸
か
ら
昭
和
の
ひ
な
人
形
展


	表紙
	平成17年度萩市が実施した主な事業の報告（１）
	平成17年度萩市が実施した主な事業の報告（２）／市長コラム
	平成17年度萩市が実施した主な事業の報告（３）
	主要幹線道路の現況
	萩市奨学金制度他
	統計功労者表彰／新しい萩市の介護相談員　他
	シリーズ健康ガイド　肺がん検診について
	第21回国民文化祭やまぐち2006／消費者コーナー
	地域トピックス／萩博物館 入館者数15万人突破
	地域トピックス／しめ縄づくりに挑戦！　他
	地域トピックス／かるた名人戦　他
	地域トピックス／親子ふれあい広場　他
	地域トピックス／書き初め・お正月集会　他
	地域トピックス／新春石ノ巷登山　他
	地域トピックス／福栄武道大会　他
	平成18年度は固定資産の評価替え年度です　他
	地域の安全は地域で守る／春の全国火災予防運動
	情報案内板（１）不要品活用銀行　他
	情報案内板（２）須佐新築市営住宅入居者募集　他
	情報案内板（３）　３月萩市議会定例会　他
	情報案内板（４）　通行規制にご協力を　他
	萩・椿まつり　見学ツアー参加募集
	萩城下町の古き雛たち　江戸から昭和のひな人形展　他



